CORONA 


HI 事* 

1 .特にを意していたださたいこと 
(安全のために必ずお守り < ださい） 

2•開こん . 

3•振付け . 

4•煙突の取付け . 

5 •或運賴 . 

6•廃棄するときのま意 . 


■お客様ご相談窓 □. 42 

■保証書 . 裏表紙 

J 


國がぶをな 30 * 


ち< じ 


ぺージ 

1•特にま意していたださたいこと 
(安全のために必ずお守0< ださい）1〜4 

2•使用する場所 . 4 

3•各部の名称 . 5〜7 

4•使用前の準備 . 8〜10 

5•使用方法（使い方） . 10〜18 

6.安全装置 . 19 

7•その他の装置 . 20 

8•曰常の点検.手入れ . 21〜23 

9.定期点検 . 23 

10•部品交換のしかた . 24 

11. 保管（長期間使用しない場合） . 24 

12. 故障-異常の見分けちと処置方法…25〜26 

13•仕様 . 27〜28 

14•アフターヴービス . 28 

15•据付け.移設 . 29〜31 



このたびは、コ□ナ石油ストーブをお買いあば 
いたださ、まことにあ0がと5ございました。 
正し<お使いいただ<ために、この取扱説明書 
をよ < お読み < ださい。 

なお、お読みになつた後ちお使いになるちがい 
つでち見5れる所に大切に保管して<ださい。 


A 警告 

(§) 

KEROSENE ONLY 

ガソリン使用禁巧 
^使用燃料：灯み J 


正し<使って上手に節約 
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1 •特にま意していただきたいことほ全のためにおずお守りください) 


^この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正し<お使いいただまあなたや他の人々への危害や財産へ 
の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよ5になつています。内 


容をよ<理解してか5本文をお読み<ださい。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取扱い 
をすると、人が死 t 、 重傷を負5可 
能性、または乂災の可能性が想定さ 
れる内容を示しています。 


A 注意 


この表示を無視して、誤った取扱い 
をすると、人が傷害を負ラ可能性や 
物的損害の発生が想定される内容を 
示しています。 



本文中のマークは、次の意味を表します。 

f I- 


A A 

このマークは、「注意」して 
いただく内容です。 

〇 (§) ^ 

このマークは、してはいけ 
ない「禁止」を表していまず。 

〇运 

このマークは、必ず実行し 
ていただく「指示」を表して 
いまず。 


A 警告 ( WARNING ) 

•ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しみいでぐにさい。 

少量の混入でち乂災の原因にな0ます。 

♦煙突外れを険 XI 

煙突ががれたまま使用しないで< ^ 

ださい。がれていると運転中に排 S 
ガスが室内に漏れて、危険です。 U 

が〇 

•煙突閱そくを険 

煙突がつまった0、ふさがれた 
ままで使用しないでください 。 /irtN 1 ^ 
閉そ<していると運転中に排ガ* 1 

スが室内に漏れて、危険です。 

•巧類の乾燥厳禁 てつ f 

衣類などの乾燥には使用しない LJ 1 
で<ださい。衣類が乾燥すると、 — 
ス 1 -ーブの熱気でゆれて落下し 
て乂がつさ、乂災の原因にな 0 ます。 


•スプレー宙厳禁 A 

スプレー生やカセットこんろ用 ^ 

ボンベなどをストーブの上や前 JvLU V V 
に（周囲に）放置しないでくだ® 

さい。熱で生の圧力が上が0、爆発して危険です。 

V 

参 低温やけどにま意 CUH タイプ:) A 

長時間皮膚の同じ場所に触れな /\ 

いでください。 / 说を敵/!\ 

比較的低い温度 （40 〜60で） f > 

でち低温やけどや脱水症状の原因とな0ます。 

J 


/?\ 注意 ( CAUTION ) 



♦力ーテン、寝具など可燃物近接禁止 11/^7 ^ 

カーテン•布回や毛布など燃えやすいちののそばなどで使用しないで<ださい。 ( \ \ ^ 

乂災が発生するおそれがあ0ます。 / 

♦可燃物との距離を離ず 

可燃物との離隔距離についロホ、標準据付け例 （29 ぺージ）を参照してください。 

〇 

•給油時消义 

乂災のおそれがあ0ますので、給油は、必ず消乂し、乂の気のない 1 1 

ところで行つてください。 も 

1#0 





































1 •特に注意していただまたいこと(安全のために必ずお守0< ださい) 


ZL 注意 (caution) 


•油漏れ確認 

油タンク•ゴム製送油管•接合部•給油コックおよびストーブなどか S のな油漏れがない 
ことを確認の上ご使用<ださい。な油が漏れていると乂災のおそれがあ0ます。 




♦異常.故障時使用禁止 

油漏れやにおい、すすの発生、炎の色など異常や故障と思われるとまは 
使用しないで<ださい。事故の原因にな0ます。 



0 


•高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部（枠上部、前面ガードなど）、煙突に手などふれないで<ださい。 
やけどのおそれがあ0ます。 

•ルさいお子様のいるご家庭では、特にを意して < ださい。 



•やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないで<ださい。 

振動や接触によってやかんの熱湯がこぼれ、やけどのおそれがあ0ます。 



0 


♦指や異物を入れない 

ストーブの內部に指や可燃物-針金などの異物を入れないで<ださい。けがや火災の原因にな0ます。 


0 


•分解修理の禁止 

故障、破損した5、使用しないで<ださい。 

_不完全な修理は、危険です。_ 

参腰をかけたり物をのせない 

ストーブの上にのった0、腰をかけた0しないで<ださい。ストーブの故障や、やけどのおそれがあ0ます。 
ストーブの上に花びんや水を入れたちのなどを置かないで<ださい。水がかかると漏電や故障のおそれがあ0ます。 


•改造使用の禁止 

改造して使用しないで<ださい。また、ストーブや煙突には巧暖房用の熱交換器などを取0付けない 
で<ださい。乂災や排ガスが室内に漏れる原因とな0危険です。 


•換気扇使用禁止 

ストーブを使用している同室内で換気扇を使用しないで<ださい。 

立消えして爆発燃焼するおそれがあ0ます。 

また、換気□•給気□は常に確保し、物などでふさがないで<ださい。 




0 

0 

0 


♦ ドラフトレギユレータの取り付け 

煙突の引さ（ドラフト）が強いと燃焼不良が発生します。次の煙突設置の場合は 
必ずダブルドラフトレギユレータ（別売品 DR -1) を取0付けて<ださい。 

-集合煙突に接続する場合 -標準ゴ法必上に立ち上が0が高い場合 

-風が強<て炎が沈むような場合 



♦電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えた0、傷付けた0まねた0、物をのせた0しないで<ださい。また、 
電源プラグを抜<ときは、コードを持って引き抜かないで<ださい。乂災や感電の原因にな0ます。 



•電源の接続 

電源は適正配線された単相 100 V のコンセント切州ま使用しないでください。発熱•発乂の原因になります。電源コードは、 
途中で接続したり、延長コードの使用•他の電気器具とのタコ足配線をしなし)でください。発熱•発乂の原因になります。 


0 






































1 •特にま意していただまたいこと(安全のために必ずお守0< ださい) 


么注意 ( CAUTION ) 



♦電源プラグは確実に差し込む 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差しをんで < ださい。 

また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないで<ださい。乂災の原因 
にな0ます。めれた手での抜さ差しはしないで<ださい。感電の原因にな0ます。 

♦長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

長期間使用しないときまたは保管するとさは、必ず電源プラグをコンセント 
か5抜いて<ださい。乂災や予想しない事故の原因な0ます。 

•電源プラグのお手入れをする 

とまどまは電源プラグを抜さ、ほこ0および金属物を除去して<ださい。 

ほこ0がたまると湿気などで絶縁不良にな0乂災の原因にな0ます。 

参打油の保管 

'な油は、乂気、雨水、ごみ、高温および直射曰光を避けた場所に保管して<ださい。 

ガソリンなどと一緒に保管しないで<ださい。 

誤って使用すると異常燃焼や乂災のおそれがあ0ます。 

•不良な油使用禁止 

変質な油（持ち越したな油など)、不純口油け了油がの油•水•ごみが混入した巧油など）などの 
不良な油を使用しないで<ださい。異常燃焼のおそれがあ0ます。 


〇 

處 

〇 

〇 

0 


参シスターンの水位にま意 ( UH タィプ) 

循環液は少しずつ蒸発します。 

1ヶ月に1回程嵐ま、シスターンタンクの水位が規定水位にあることを確認 
し、不足している場合は補巧液を補給して<ださい。 

上限水位必上は、入れないよ5ま意して<ださい。 



下限 


A 


>カーぺッ S のはがれにま貴 CUH タィて ) 

カーペットがずれた0、め<れたまま使用しないで<ださい。 
床パネルに直接触れるとやけどのおそれがあ0ます。 



A 


•循環液（循環水-不凍液）の保管にま意 C UH タィプ ) 

幼児の手の届かない所に保管して < ださい。 

万一、飲んだ場さには日±かせて、医師の診断を受けて<ださい。 



A 


•初めてお使いになるとをのま意 

巧めてお使いになるとさは、耐熱塗料などが焼さ付<まで煙と臭いが出ます。 

しば6<の間、窓をあけて部屋の換気を行って<ださい。 

また、小鳥やル動物などに影響する場合が考え5れますので、この間は部屋に入れないで<ださい。 


〇 


•外出ずる時は消义 

が出のとさは、必ず運転を停止し消乂し 
て < ださい。 


〇 


•特殊用途には使用しない 

食品•精密機器•美術品の保をや、動植物の 
飼育•栽培などには使用しないでください。 


0 


♦定期点検の実施 

定期的 (2 年に1回程啟に点検•整備姆けてください。 
点検被けずに長期間使用し続けると、故障や事故の 
原因にな0危険です。点検•整備は 
お買い求めの販売店や資格者のいる 
風こ依頼してください。 



♦ご自身での据付け-移設工事の厳禁 



お客さまご自身による工事は危険です。 
振付け工事は販売店や専門 Q ク I 

業者にご依頼 < ださい。 

(ストーブを移設させる 111111 

場合ち同じです。） 



0 
























































1 •特に注意していただまたいこと(安全のために必ずお守0< ださい) 


お願い （ NCmCE) 


•機器を廃棄ずるとをの注意 

ストーブを廃棄処分するときは、定油面器のな油を抜きとってください。 

な油が入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わめ事故になるおそれがあ0ます。 
必ずお買い求めの販売店または、お近くの〕□ナサービスセンターに依頼してください。 


•'灯油の廃棄 

な油の廃棄処分は、な油をお買い求 
めになった販売店にご相談<ださい。 


•シリコン配合製品を使用しない 

ストーブを使用する部屋および隣接する部屋では、シリコン配さの製品を使用しないで<ださい。 

使用するとストーブの燃焼部にシリコンが付着し、点乂不良や途中消乂などの原因にな0ます。 

(シリコン配台の製品にはヘアケア製品、化粧品類、保湿用クリーム、妨 i の防水剤•柔軟剤•家具などのつや出し剤などがあります。） 


2•使用する場所 


ストーブを安全に使用するためには、場所の選定が大切です。 


安全に使用するために 



•マントルピースなどには据付けないで<ださい。 

ストーブが故障した0、乂災の原因にな0ます。 

♦標高が1000 m を超える高地では使用しないで < ださい。 

(空気の濃度が薄いため、燃焼に必要な空気が不足します。） 
♦クリーニング店、美容院などの化学薬品を使用する場所では使用しないで 
<ださい。化学薬品などの影響にぶ0、異常燃焼や故障の原因にな0ます。 
•温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使用しないで < ださい。 
•燃焼に必要な空気を取り入れる空気取り入れ□のない場所または換気の行えない場所。 
♦水平でない場所、不安定な場所では使用しないで<ださい。 
•不安定な物をのせた棚などの下には使用しないで<ださい。 

•可燃性ガスの発生する場合またはたまる場所には使用しないで<ださい。 
参階段、避難□などの付おで避難に支障となる場所には使用しないで<ださい。 


効果的に使用するために 



♦外気に接する窓の下や壁面になどに置<と、冷気がストーブで暖め 
5れて対流しますので、効果的です。 


出入□など人の通るところは、ぶつかると危陵ですので避けて< 
ださい。 


♦熱に弱いカーペットや床の上で長時間使用すると、変色した0、そ 
0返ることがあ0ます。熱に強いマツトなどを敷いて<ださい。 


•部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節をぶ\がけましょう。 


スI-ーブの前面に障害物があると、部屋の温度にむ5ができるばか0でな<、ふ<射熱によってスI-ーブ本体の温度 
が上昇して危険です。 

使用場所には十分ま意して効果的に使用して<ださい。 


OJH タイプ: ） 

•ストーブ前面か5ふ<射熱がでますので、床暖パネルとの距離を考慮して<ださい。 
•温水配管の長さがでさるだけ短<なるよ5な位置にストーブを配置して<ださい。 









































3 •各部の名称 


は 厂 UH タイプ） のみ対象です。 


正 面 


( SV タイプ） Qh タイプ） 


上面板 
前面ガード 

ガラス円筒 


燃焼用送風機（内部) 
風量制限板（内部） 
ゴム管 □ 


電源コード 


煙突接続 □ 
上面ガード 

とつて 

表示部 

運転スイッチ 

本体固定金具 
操作部 

(オープンポケット） 
定油面器 IJ セツトレバー 



( SV タイプ） 


温水往き IZKAsB 回路); 
•:温水戻り IlKAsB 回路); 


~71 


mm 


1111111 J 

ろ麻丽 
1 ® 

川川川川川川川 
Srr — -- 


は GUH タイプ）のみ対象です。 


燃焼筒ふた 


( UH タイプ) 



放熱器 
煙突接続□ふた 


反射板 
プ IJ ント配線板 
フレーム□ツド 
ポットバ ーナ 

安全サーミスタ 
(プ u ント配線板上） 

電磁ポンプ 

対震自動消乂装置 
(内部） 


定油面器 
送油管 






































































































































































































































3 .各部の名称 


eco (エコ） 

運転中に点灯 
します。 


運転中に室内温度を表示 
します。 

トラブル発生時に自己診 
献モニタを表示します。 



運転中に点なします。 
予備燃焼中は点滅し 
ます。 


自動および eco (エ 

コ）自動運転時に設 
定した設定温度を表 
7 K します。 


T 



II I 

転中設定温度室巧温度 

I 化化 


-夕 




微 


到 


セーブ運転 


運き 

1 入•ち 


• 自動運転中：「自動]表示 
•手動運転中：「手動 J 表示 


タイマー•現在時刻表示 


タイマー運転時には「タイマー J 
が点なします。 

タイマーおよび現在時刻を合わ 
せるときは「タイマー J 「現在 
時刻 J それぞれが点滅します。 


時刻表示 


• 通常は現在時刻を表示します。 

. タイマー運転時はタイマーセツト時刻 
を表示します。 

(タイマー運転時は時刻表示の明るさ（輝 
度)が落ちますが異常ではあ0ません。） 


時計動作コ□ン 


現在時刻を表示している 
ときは点滅しています。 
タイマーセツト時刻を表 
示しているときは消灯し 
ます。 


微風ランプ（緑） 

• 微風運転中は点な 
します。 

• 微風運転停止中は 
消なします。 


X サポートヒータ運転ランプ（ホ） 


サポートヒータ運転中は点なします。 
ヴポートヒータ運転停止中は消なします。 


(SV タイプ） 


セーブ運転表示ランプ(緑） 


eco (エコ）運転でセーブ消义中 
は点なし、再点乂すると消なします。 


自動手動 eco 運転中 

設定温度 

室の温度 

タイマー 現を時刻 

午前 iD-nn 
午後1し•し,し,. 


が。 


◎ ◎ 
微風セーブ運転 


運転 （ 

J ■入.切い 


運転スイッチ 


運転/停止するとまに 
巧します。 


《床暖表示 


ストーブ床暖房およびヴポー 
トヒータ運転中に点なします。 


《設定床温表示 


床暖房運転時に点なします。 

床温調節ボタンで設定した床温を 
グラフ表示します。 

表示が3個点なしたとまは、適温 
設定にな0ます。 


《設定床温/ドット表示 


床暖房運転時に床温を床温調節ボタン 
で設定するとまに点阿します。 

ドットは床温を設定するとき目安とし 
て点なします。床温設定後は消なします。 


表示部の名赫と働ま 


■運乾停止中は節電のため表示はすべて消なします。 

参現在時刻を確認したい時は、操作部の押しボタンスイッチのいずれかを押してください。1分間、現在時刻を表示します。 
•タイマー運転中は節電のため表示の明るさ（輝度）が落ちます。 

※運転停止中ち現在時刻を表示させることがでさます。 r 運転停止中ち時計を表示させたいとさ] (17 ページ）の項を参 
照して < ださい。 

■ r 音きお知 S せ J の巧容 

•通常の運乾操作 （ r 点乂_1 • r 消乂_1 • r タイマーセット J ) を巧うとま、音声 （ r 点义します j • r 消乂します j • 「タイマー 
セツトしましたいで操作げ態をが D がします 0 ミま）細は のみ 対象です。 


自動/手動表示 eco 表示 運転中表示 設定温度表示 室内温度表示 









































































































3 .各部の名称 


オープンポケツト巧操作部の名妳と働ま 


■オープンポケットの開閉 

参オープンポケットを軽<押しこむと、ゆつ<0開きます。操作後、軽<押しちどすと□ックして止ま0ます。 

操作するとさがは、閉じてご使用<ださい。 

■操作音にごいて 

•操作ボタンを押すとピッと音がします。 

•誤操作をするとピッ音が2回します。 

■表示部の明るさ調節 

•時計調節スイッチを「通常 J に合わせて「時ボタン J を押しなが5 r 分ボタン J を押すことによ0、表示部の明るさ 
を調節することができます。 

(このとさピッ音が2回しますが、誤操作ではあ0ません。） 

■ 「音声お知6せ J の消音方法 

•時計調節スイッチを「通常 J に合わせて r 時ボタン J を巧しなが5 「 eco 運転ボタン J を押すことによ 0 、「音声 
お知5せ J を消音することがでさます。 

(このとさピッ音が2回しますが、誤操作ではち0ません。） ミま） XEP はし UH タイプ）のみ対象です。 



















































































































































































































4 .使用前の準備 



燃料はな油 （ J に1号な油）を必ず使用して<ださい。 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないで<ださい。乂災の原因にな0ます。 

不良な油（変質な油、不純な油）は絶対に使用しないで<ださい。 

点义、消乂しにくくなつたり、燃焼が悪くなつてすすが出たり、製品の寿命を縮めます。 

な油は必ず义気-雨水-ごみ-高温および直射曰光を避けた場所に保管して<ださい。 
ガソリンなどと一緒に保管しないで < ださい。誤って使用すると異常燃焼や义災のおそれがあ0ます。 


IA 警告 I 

\^m\ 

KMM] 


(§) 

0 

〇 


mmsm ♦変質な油、不純の油などの不良な油が原因で修理をされたときは、保証期間やでも保証の巧象がとなります。 
•変質な油の処理でお困0の場合は、'な油をお買い求めの販売店にご相談<ださい。 


な油とガソリンの見分けかた 




指先に燃料をつけ、息をふさかけます。 
(乂の気のない所で行って < ださい。） 



な油は 
めれたまま 



ガソリンは 
すぐ乾< 


不良'打油（変質な油•不純好油）とは， 


昨シーズンよ 
0持ち越しの 
巧油 


0 



長期間曰光に 
あたる所や温 
度の高い所に 
保管した巧油 


0 


容器のふたが 
開けてあった0、 
乳白色のポリ 
容器で保管し 
た灼油 




I 


水-ごみや打油 
公がの油がほん 
のわずかでち混 
入したな油 



•極度に変質したち 
のは、黄色昧びか 
った0、すっぱい 
においびします。 

参必ず灯油用のポ U 
タンクをお使い< 
ださい。 

•灯油はシーズン中 
に使いき0ましよう。 


■変質な油や不純な油などの不良な油を使用すると、機器の故障の原因にな0ます。 

♦油の程度にちよ0ますび、燃焼不良をおこした0、ス I -ーブの損傷を早め、故障の原因にな0ます。 

♦水やごみび送油経路に流れこみ、油漏れや燃焼不良-着火不良の原因にな0ます。 

■変質な油や不純な油を使用したとまは ••• 

•お買い巧めの販売店または、お近<のコ□ナお客様ご相談窓□にご連絡<ださい。 



■給油の際の手順とミ主意 



油タンク 


給油ポンプ 


給油□ふた 
ストレーナ（内部) 

油量計 
送油バルブ 

水ゲージ 
水抜さバルブ 
u ム製送油管 


ミを意 I 乂災のおそれがあ0ますので、給油は、必ず消乂し、义の気のないところ 
で行って < ださい。 

•送油バルブを閉じて給油□ふたをがし市販の給油ポンプで給油して<ださい。 

油量計の針が「満 J をさした5給油をやめて<ださい。 

給油後は、給油□にあるストレーナを取0出して、水やごみがたまっていた6掃除して 
<ださい。 

•ストレーナを取0付けて、給油□ふたを必ずちとどお0締めて<ださい。 


♦給油の際は、水•ごみなどを入れないよ5にミ主意して < ださい。 

水-ごみなどは燃焼不良や、ストーブの寿命低下などの原因にな0ます。 
•給油□ふたは、確実に締めて<ださい。 

•こぼれたな油はよ<ふきとって<ださい。 


■燃料切れのま意と空気巧まの方法 


油タンクを空にしないようにま意して<ださい。 

油タンクを一さ空にしますと、送油経路内に空気がたま0、正常に送油ができな<なることがあ0ます。 
このよ5な場合は次の順序で空気抜さをして<ださい。 



1. 送油バルブを閉め油タンクに給油します。 

2. ストーブのゴム管□か5、ゴム製送油管をがします。 

3. 送油バルブを開けゴム製送油管か5な油が連続して流れ出ることを確かめてか5ゴム 
製送油管をちとどお〇にス I -ーブに取0付けます。（な油がこぼれないよ5に容器を用 
意して < ださい。） 


















































4 .使用前の準備 


運乾開始前の準備と確認 


■安全装置のセット、取扱い上のま意 



居油面器のセット I 

初めて使用するとさやシーズン初めには、ストーブ正面ち下の定油面器リセットレバー 
(黒色）を左ち向に止まるまで巧して<ださい。 

— 

•リセットレバーは据付け時やシーズン初めに操作します。定油面器に強い衝撃を与え 
た0異常があったとまがは、特に操作する必要はあ0ません。万一点乂操作後'な油 
が出ずにモニタサイン E 1 または E 2が表示されるよ5な場合はリセットレバーを巧 
して<ださい。（安全弁ががれ、な油がスムーズに流れます。） 

•リセットレバーは乱暴に巧ったり、5秒 W 上巧したままのが態や何回も巧さないでください。 
定油面器か S な油があふれた0することがあ0ます。 


■送油経路の油漏れの確認 

^ま意 1 油タンク-ゴム製送油管-接合部-給油コックおよびストーブなどからな油漏れがないことを確認の 
上ご使用<ださい。な油が漏れていると乂災のおそれがあ0ます。 

•油漏れのあるとさは使用を中止し、ミ由タンクの送油バルブを閉じてか5お買い求めの販売店または、お近<のコロ 
ナヴービスセンターにご相談<ださい。 


■電気配線の確認 

应ま意] 電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んで<ださい。 

参電源コードが煙突などの高温部にふれるおそれのないことを確認して<ださい。 

電源プラグ•コードの発熱-発乂を防 < ために… 

•電源は必ず適正配線された単相 100 V コンセントを使用して < ださい。 

参電源コードは、途中で接続した0延長コードの使用•他の電気器具とのタコ足配線をしないで<ださい。 


■点义の要領と注意 ( UH タイプ） 


昧暖切換スイッチのセット 

ストーブ単独で運転する場台は「ストーブ単独 J に、ストーブ床暖房運転をおこなう場合は「ストーブ床暖 J に、床暖 
切換スイッチをセツトして<ださい。床暖切換スイッチのセツトは運転開始前に行って<ださい。 


•ストーブ巧暖房で運転する場さ •ストーブ単独で運転する場合 


ストーブ•床暖切換 
か-スふ^スト-ブ 


循環液の水位確認 



'ストーブ•床暖切が 

I 床が 

心 F / 

^2) 戦虫 I 

J 



•ストーブ左側面の水位計で、シスターンタンクの規定水位（上限水位と下限 
か位の間）まで循環液（コ□ナ床暖房用循環液）が入っていることを確認し 
て<ださい。循環液が入っている場をは黄色にな0ます。 

循環液は上限 W 上入れないよ5注意して<ださい。循環液を上限於上入れると使 
用中に循環液があふれることがあ0ます。 

水位が下限け下の場合は、床暖房専用補充液を入れて<ださい。 


處水配管の水漏れの確認] 

•ストーブ内部や温水配管接台部か S 水漏れがないか確認して<ださい。 

•床暖パネルの温水配管の途中にバルブを取0付けた場合は、必ずバルブが開いていることを確認して<ださい。 





































































4 .使用前の準備 


◎ ◎ 

サポ-化-夕-微風 



※予備燃焼後約 2.5 分間、乂力は中乂力にな0ます。 

♦予備燃焼時に黄色い炎（ホ乂）が混じる場台があ0ますが、異常で 
はあ0ません。 


参オープンポケット内の乂力調節つまみで「自動運転 J と「手動運乾 J が設定でまます。 
ご希望の運転ち法でご使用 < ださい。 


( 占、、/順居、 

ストーブ义力調節 r 自動運転 J の場合 

•乂力調節つまみを「自動 J に合わせて<ださい。設定温度と部屋の状況に応じ 
た乂力で燃焼します。 

♦隐計合せは 15ページ 「現在時刻の調節方法 J を参照して巧って<ださい。 



Gsv タィプ）（:リりタィプ^ 


トーブ•床暖切換 1 



1 . 

2 . 

3. 


時刻表示が現在時刻を表示していることを確認して<ださい。 

オープンポケット内の床暖切換スイッチを「ストーブ単独 J に台わせて 
<ださい。 ( CUH タイプ: )のみ巧象です) 

運転スイッチを巧して「入 J にして<ださい。 

「点乂します J の音声と同時に、「運転や J が点滅し、約3〜4分間の予 
備燃焼が終わると本燃焼にな0ます。 


※図は Ojh タイプ） で説明しています。 



音声「点乂します J 

「運転中」表示点滅 

設定温度表示-室内温度表示点な 

燃焼用送風機まわる 


予3 
備^ 
燃 4- 
焼分 


か油量流出 





•運転スイッチを巧す 



ストーブ単独運転 


-「運転中」表示点な 
• 設定温度と部屋のが況に応じた火 
力になる 



■運乾中に床暖切換スイッチを操作した場合のま意 

» |ストーブ単独ーストーブ床暖 1 •••自動的に一旦消乂して、約10分後に再点乂し、ス I -ーブ床暖房運転を開始します。 

そのとさ、 r ジユー」という循環液の蒸発音が発生することがあ0ますが異常ではあ 
0ません。 

♦ I ストーブ巧暖ーストーブ単独1 •••運転はそのまま継続します。しば5< して「ジユー J とい5循環液の蒸発音がしま 

すが異常ではあ0ません。 


5.使用方法(使い方) 


自動 運お中設定温度室の温度 

午前8 G •い?ん? 〇た 


自動 -運ぉ中-設定温度室巧温度 

を日日 . C cL c lJc 


運乾開始（点乂) 


本燃焼— 

is 


msB 













































































5 .使用方法(使い方) 




運転スイッチを巧す 


音声「点乂します J 
「運転中 J 表示点滅 
設定温度表示-室内温度表示点な 
設定床温表示点な 
燃焼用送風機まわる 


ル油量流出 
循環ポンプ作動 


運転開始（点乂） 


Qjh タイプ） 


ストーブ床暖房運転 



1 • 時刻表示が現在時刻を表示していることを確認して<ださい。 

2. オープンポケット内の床暖切換スイッチを I ■ストーブ床暖 J に合わせて<ださ 
い。 

3. 運転スイッチを押して「入 J にして<ださい。 

「点乂します J の音声と同時に、「運転中 J 表示が点滅し、約3〜4分間の予備 
燃焼が終わると本燃焼にな0ます。 


-運転中-設定温度室の温度 


午前 8:00. CC 


-「運転中 J 表示点な 
• 設定温度と部屋の状況に応じた乂 




燃 


力になる 

リニアダンパー作動 
床暖温度調節の設定床温になるぶ 
5に、自動調節される 


※予備燃焼後約 2.5 分間、火力は中乂力にな0ます。 

•予備燃焼時に黄色い炎（ホ乂）が混じる場合があ0ますが、異常で 
はあ0ません。 


Guh タイプ） 


ヴポートヒータ運転 


•ヴポートヒータは電気ヒータです。春先や秋□など少し肌寒いと感じる<5いの季節にス I -ーブを運転しないで 
床暖房運転がでさます。 

1 • 時刻表示が現在時刻を表示していることを確認して<ださい。 

2. オープンポケット内のサポートヒータスイッチを「入 J にして<ださい。 
次のよ5に運転します。 



m 


自 

動 

運 

転 


圍 


ヴポートヒータスイッチを「入 J 
にする 


サポートヒータ運転ランプ点な 
ヴポートヒータ運転 
設定床温表示点灯 
循環ポンプ作動 



(§) ◎ 

ヴポ-化-夕- 微風 


床暖 

f ストーブ•床暖切換1 

1低 WIIA 高1 

床温調節 



1切⑩入1 

ヴポートヒーター 

微風1 


自動 


3 d 


手動义力調節 
微少ル中 大 
111111 


入/切 


ほめ高め 

W A 

室温設定 


※サポートヒータの通電を停止すると節電のため、表示が消なします。 


床暖温度調節の設定床温になるぶ 
うにサポートヒータ出力が、自動 
的に制御される 


同時¬ 


- C 手動 V 


-3 〜4分予備燃焼- 

-官動運転 















































































































































5 •使用方法(使い方) 


Guh タイプ） 


•ストーブ床暖房プラスヴポートヒータで床暖房能力をアップでさます。 

1 . 時刻表示が現在時刻を表示していることを確認して<ださい。 

2. オープンポケット内の床暖切換スイッチを「ストーブ床暖 J に合わせて<ださい。 

3. 運転スイッチを押して「入 J にして<ださい。 

「点乂します J の音声と同時に、「運転中 J 表示が点滅します。 

4. オープンポケット內のヴポートヒータスイッチを「入 J にしてぐださい。 
約3〜4分間の予備燃焼が終わると本燃焼にな0ます。 



•運転スイッチを押す 
•サポートヒータスイッチを「入 J 
にする 


同 

動 

運 

転 


1 


設定温度と部屋の状況に応じた乂 
力になる 

リニアダンパー作動 
床暖温度調節の設定床温になるぶ 
5に、リニアダンパーおよびヴポ 
ートヒータ出力が、自動的に制御 
される 

サポートヒータ運転 


※予備燃焼後約 2.5 分間、乂力は中乂力にな0ます。 

♦予備燃焼時に黄色い炎(赤义)が混じる場合がありますが、異常ではありません 


ストーブ乂力調節「ま動運括 j の場さ 



自動 

ま動乂力調節 




微少ル中 大 



• 



( 


00 ; 

) 


♦オープンポケット内の火力調節つまみを「微少 J 〜「大 J の間のご希望の位置に合わせて < ださし’ 
表示部の設定湿度表示が消え、予備燃焼が終了すると义力調節つまみの設定义力で燃焼します, 
ただし、予備燃焼後、約 2.5 分間は最大乂力になりません。 

•予備燃焼時に黄色い炎（赤乂）が混じる場合がありますが、異常ではあ0ません。 


• 音声「点乂します J 

- 「 i 転中 J 表示点滅 

• 設定温度表示-室内温度表示点阿 

• 設定床温表示点灯 

• 燃焼用送風機まわる 

• ヴポートヒータ運転ランプ点'な 


• ル油量流出 
• 循環ポンプ作動 


ストーブ床暖房-ヴポートヒータ併用運転 



♦運転スイッチを r 入 J にしたとさ、「タイマー J 表示が点なする場合はタイマー運転にな0ますので、タイマーセ 
ットボタンを巧してタイマー運転を解除して<ださい。 

•燃焼中に運転スイッチを巧して「消乂 J にした0、タイマーセットボタンを巧すなどして約1秒じ(上通電を止める 
と自動消乂し、約2分間の冷却の後でないと再点乂でさません。 


G 肖义順巧） 


Guh タイプ） 


サポートヒータ運転 


切勝入 


ヴポート i 



運乾停止（消乂) 



運転スイッチを巧して「切 J にして<ださい。 

「消乂します J の音声と同時に「運転中 J 表示が消なし、消乂します。 
燃焼室が冷却すると、約10分後に燃焼用送風機、対流用送風機、^循環 
ポンプ（ストーブ床暖房運転のみ）が停止し、すべての表示が消なします。 


※巧は Guh タイプ）のみ巧象です。 


サポートヒータスイッチを「切 J にして<ださい。 

サポートヒータ運転ランプ、設定床温表示が消巧し、サポートヒータ、 
循環ポンプが運転を停止し、すべての表示が消なします。 




自動 運転中設定温度室内温度 

午前 8 GH C i?c C Uc 


自動 - i 由中-設定温度室内温度 

午前 8 : 日日 . C i?c C Uc E. 


——同時^^3〜4分予備燃焼 

― (手 y - 






























































































































































5 .使用方法(使い方) 


運転開始（消乂) 


Ojh タイプ^ 

I ストーブ床暖房-ヴポートヒータ併用運転 



運転スイッチ、サポートヒータスイッチを「切 J にして<ださい。 
r 消乂します J の音声と同時に、サポートヒータ運転ランプ、 r 運転 
中 J 表示が消なしヴポートヒータが運転を停止します。燃焼室が 
冷却すると、約10分後に燃焼用送風機、巧流用送風機、循環ポン 
プが停止し、すべての表示が消なします。サポートヒータスイツ 
チの切0忘れにま意して < ださい。 


•運転停止中は、節電のためすベての表示が消なします。 



齡を意 I 2曰上家をあけるなど長時間使用しない場をは、運転が完全に停止してか 5 電源プラグをコンセ 
ントか S 巧いて < ださい。 

♦が出のときは、必ず運転を停止（消乂）して<ださい。 

•運転中は電源プラグを抜いての消乂はしないでください。ガラス円筒にすすがついた！3、ストーブが過熱して故障の原因になります。 
•運転停止後、燃焼室が;令却するまでは電源プラグを抜かないで<ださい。ガラス円筒にすすがついた0、ストーブ 
が過熱して故障の原因にな0ます。 


消乂後、再点义するとまのを意 


•燃焼中に誤って電源プラグを抜いた0、運転スイッチを「切 J にすると再点乂安全装置の働きでストーブが冷却されるま 
での約2分間は再点乂できません。ただし瞬間的な消乂操作（約1秒 m 内）の場合は、そのまま燃焼が継続されます。 


室温の調節泊動運転) 


オープンポケット內の乂力調節つまみを r 自動 J に合わせると、ルームヴーモによる自動運転とな0、室溫を1〇〜30でまで設定されます。 
表示部に設定温度 （22 で）が表示されますので次のように調節して<ださい。 



•室温設定ボタン「高め J を押すと1で上が0ます。（上限30で） 
•室温設定ボタン「低め J を巧すと1で下が0ます。（下限10で） 

♦室温調節はストーブの位置や部屋の大ささなどで、必ず 
しち表示部の設定温度とは一致しない場合があ0ます。 


♦自動運転時に微少乂力でち室温が設定温度よ0上昇する場合、設定温度よ03で上昇すると自動的に消乂する 
eco (エコ）運転をおすすめします。 （14 ページ eco (エコ）運転の項を参照して<ださい。） 

室温が、設定温度よ03で上昇すると消乂し、お部屋のムダな暖めすぎをおさえます。 


(手動 IS 節一手動運幸お 


室温設定による自動運転の他に、乂力調節つまみによる手動乂力調節が可能です。次のよ5にして<ださい 



■炎のげ態 


ストーブの据付けや給排気筒の設置条件で、炎は多少変化します。 

•燃焼中の炎に黄色い炎（赤乂）が混じった0、かたよったり、上下変動することがあ0ますが異常ではあ0ません。 
•ホコリを吸気した場合は全体的に淡いオレンジ色になることがあ0ますが異常ではあ0ません。 

































































5 .使用方法(使い方) 


eco にコ）運乾 


eco (エコ）運転は、自動運転時に eco 運転ボタンを巧すとご希望の設定室温に切 0 換わ 0 、セーブ消乂と eco セーブ運乾でムダ 
な暖めすぎをおさえ、経済的で快適な室溫を保ちます。 

また、自動運転時は最大乂力を70〜90%、手動運転時は最大乂力を80〜90%におさえてお部屋を暖めすぎないように運転します。 


自動運転時 I 〔設定室温20での場合） 

参 eco (エコ）運乾 




eco 運転ボタンを巧すと設定室温最大乂力を70〜90%におさ 
が20でに切り換わります。 えて室内を暖房します。 


• eco セーブ運転 



ムダな暖めすぎをおさえ、 
快適な室温を保ちます。 



室湿が設定室湿よ0約3で上昇すると消乂 
し、設定室温まで下がると再点乂します。 


※設定温度の初期設定は20でです。設定温度は、室温設定ボタンで10〜30でに変更でまます。 

•室温が20で未満で30分必上運転した場合は、最大乂力を90%におさえて運乾します。 

•室温が20で必上の場合、最大乂力を80%におさえて運転します。 

•室温が24で必上で30分必上運転した場合、（設定温度を22で必上に設定）最大乂力を70%におさえて運転します。 

•eco (エコ）運転でセーブ消乂がくりかえされるとガラス円筒にすすがつくことがあります。ときどき eco (エコ） 

運転を解除し、乂力を中〜大で1〜2時間燃焼させて<ださい。 


手動運転時 1 

※乂力調節つまみが「中 J 〜「大 J のとさ eco (エコ）運転をします。 

•室温が20で必上の場台、最大火力を90%におさえて運転します。 

•室温が24で必上で30分必上運転した場合、最大乂力を80%におさえて運乾します。 


■eco (エコ）運乾方法 



eco 運転ボタンを巧して < ださい。 

• eco 運転表示ランプが点•打し 、 eco (エコ）運転に入〇ます。 


■eco (エコ）運転の解除 



再度、 eco 運乾ボタンを巧して < ださい。 

• eco にコ）運乾表示ランプが消なし、 eco にコ）運転を解除します。 
• eco にコ）運乾を解除すると eco にコ）運転前の設定に戻ります。 

•eco (エコ)運転は一度セットすると記憶されますので、消乂してち解除されません。 


•電源プラグを抜いた0、停電があつた場合は自動的に解除されます。 


巧暖パネルの湿度調節 



ストーブ床暖房運転、サポートヒータ運転、ストーブ床暖房•サポートヒータ併用運転のいずれの場合も循環液が設定温度に 
なるように、自動的に温度調節されます。また、設定床温は6段階にグラフ表示されます。グラフ表示3つ目は、床暖パネル 
のカーペット表面をほぼ33〜34で（床暖パネル3畳の場合）に保つ循環液温度を示します。ご参考にされると便利です。 



離床温 
で床暖 


•床温調節ボタンを巧すと次のように床温調節でさ設定床温表示グラフ 
ち移動点なします。 

•「低 J ……1回巧すと設定温度を6で下げ、グラフ表示が下に 
移動。 

•「高 J ……1回押すと設定温度を6で上げ、グラフ表示が上に 
移動。 


•設定巧温は、床暖パネルの温度設定です。お部屋の温度設定は設定温度または、乂力調節つまみで行って<ださい。 
カーぺットの表面が熱<な0すぎないよ5設定床温には、十分ま意して<ださい。 


msm 









































































5 .使用方法(使い方) 


現在時刻の調節方法 


時計-タイマー 
合せ^^^_せ— 


1. オープンポケット内の時計調節スイッチを「時計合せ J にします。 
はじめて使用するとまや、電源プラグを長時間抜いたとさは、時刻表示 
は一：—を表示します。 

2. 時計調節の「時 J •「分 J ボタンを巧して現在時刻を合わせます。 

1回巧すと r 時 J ボタンは1時間、「分 J ボタンは1分進みます。 

3. 必ず時計調節スイッチを r 通常 J 位置にちどして<ださい。 

(時計は、時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどした時点か5動き始 
めます。） 



♦必ず時計調節スイッチが「通常 J になっていることを確認して<ださい。 

♦30 秒必内のの停電であれば、再通電後ち現在時刻を表示しますので時刻さわせの必要はあ0ません。 
それ m 上の停電で時刻表示が一：一一を表示した場合は、時刻合わせを行って < ださい。 


タイ7—の使用方法 


■タイ7—它ット時刻のさわせ方 


時計-タイマー 



•現在時刻とタイマーセット時刻が設定されていないと、タイマー運転はできません。 

1. オープンポケット内の時計調節スイッチを「タイマー合せ J にします。 

2. 時計調節の「時 J •「分 J ボタンを押してタイマーセット時刻を合わせ 
ます。1回押すと「時 J ボタンは1時間、「分 J ボタンは5分進みます。 

3. 必ず時計調節スイッチを r 通常 J 位置にちどして<ださい。 

































































































5 •使用方法(使い方) 


■タイマー運転方法 



1. 運転スイッチを巧して「入 J にして<ださい。 

(運転中の場合は運転スイッチを巧す必要はあ0ません。） 

2. ご希望の設定温度または、乂力に合わせて<ださい。 

3. ^床温調節ボタンで、ご希望の設定床温に合わせて<ださい。 

(ストーブ床暖房運転の場合） ※印は （ UH タイプ） のみ対象です。 

4. タイマーセットボタンを巧して<ださい。 

「タイマーセットしました J の音声と同時に時刻表示にタイマーセッ 
卜時刻が表示され、 r タイマー J 表示が（燃焼中の場合ち）点なし、 
タイマー運転に入0ます。 


Ojh タイプ^ 

ヴポートヒータ運転 



1. オープンポケット内のサポートヒータスイッチを「入 J にして<ださい。 

2. 床温調節ボタンでご希望の設定床温に合わせて<ださい。 

3. タイマーセットボタンを巧して<ださい。 

「タイマーセットしました J の音声と同時に、時刻表示にタイマー 
セット時刻が表示され、「タイマー J 表示が点巧し、タイマー運転 
に入0ます。 


( TUH タイプ^ 

IX トーブ床暖房-ヴポートヒータ併用運転 



1. 運転スイッチとサポートヒータスイッチを「入 J にして<ださい。 
(運転中の場合は運転スイッチを押す必要はありません。） 

2. ご希望の設定温度または、乂力に合わせて<ださい。 

3. 床温調節ボタンでご希望の設定床温に合わせて<ださい。 

4. タイマーセットボタンを押して<ださい。 

「タイマーセットしました J の音声と同時に時刻表示にタイマーセッ 
卜時刻が表示され、「タイマー J 表示が点打し、タイマー運転に入 
0ます。 


参が出時など、留守中に燃焼を開始するよ5なタイマーセットは、絶対にしないで<ださい。 

•タイマー運転は、運転スイッチが「入 J になっていないと運転が開始されません。 

•タイマー運転中は、節電のためタイマーセット時刻表示の明るさ（輝度）が落ちます。 

•タイマーセット時刻になるまでは、時刻表示にタイマーセット時刻と「タイマー J 表示が表示され続けます。 
•タイマー運転設定後に停電 （30 秒上）があった場合や、ストーブが揺れて巧震自動消乂装置が作動した時は、 
点乂しません。 









































































































5 .使用方法(使い方) 


タイマーの使用方法 


■タイマー運転の解除 



•再度、タイマーセットボタンを押してか5運転スイッチおよびサポート 
ヒータスイッチを「切 J にして<ださい。 

タイマー表示が消なし、現在時刻表示に現在時刻が表示され（時計動作 
コロン点滅）、 タイマー運転が解除さます。 


現在時刻-タイマーセツト時刻の確認 


•現在時刻の確認 

•時計調節スイッチを「時計合せ J に合わせます。 


•タイマーセツト時刻の確認 

•時計調節スイッチを「タイマー合せ J に合わせます。 


時計-タイマー 

時計タイ7— 
きせち 


いつ . jn 

午後/ム /• JU . 

時刻表示に現在時刻が表 
示されます。 


時計-タイマー 

麵 



時計 

させ 


•確認後、時計調節スイッチは、必ず「通常 J 位置にちどして<ださい。 


午前 c - jn 

しい JU 

時刻表示にタイマーセツ 
卜時刻が表示されます。 


微風フアンの使用方法 


参微風でお部屋の空気を循環し、効率よ<暖房します。 



オープンポケット内の微風運転スイッチを r 連動 J または、「単独 J に合わせて<ださい。 
微風運転が開始されると微風吹出□か5微風が出てきます。 

• 「連動 J にさわせるとストーブが運転し、予備燃焼終了後、微風ランプが点なし、微 
風運転を開始します。 

• 「単独 J に合わせると微風ランプが点なし、ストーブ運転に関係な<微風運転を開始 
します。 

•「切 J に合わせると微風ランプが消なし、微風運転を停止します。 


運乾停止中ち時計を表示させたいとま 


•運転停止中は節電のため現在時刻は消なしますが、下記の方法によ0現在時刻を表示させることがでさます。 


■現在時刻を表示させる方法 



自動 

手動乂力調節 
微少ル中 大 

(00 ) 


入/切低め高め 

為&齡 


r 時 J ボタン 
を押しなが5 


r 高め J ボタン^ 
を押す。 



•時計調節スイッチを「通常 J 位置に合わせて r 時 J ボタンを巧 
しなが S 室温設定ボタン「高め J を巧すことによ0、常に現在 
時刻を表示させることができます。 

(停電になった場さは再度操作をおこなって < ださい。） 

※節電中に操作部のいずれかのボタンを巧すことによ0、現在時 
刻を確認することがでさます。 



















































































































5 .使用方法(使い方) 


自己診断モニタについて 


ストーブにトラブルが発生すると、トラブルのげ態が表示部に記号表示（自己診断モニタ）されます。 
r 故障•異常の見分けちと処置ち法 J に5〜26ページ）をご覧にな0、記号表示にさった必要な処置をして<ださい。 

<自己該断モニタ> 


表示 


原 

因 



解除ち法 

表示 



原 


因 



解除ち法 

E 1 

途 

中 

消 


乂 


P 1 

ポ 

ッ 

卜 

予 

熱 

不 

足 


E 2 

不 

着 


乂 


P 2 

ポ 

、ッ 

卜 

:曰 

/皿 

度 

ほ 

下 


E 3 

対 

震 

作 


動 


P 3 

ポ 

、ッ 

卜 

異 

常 

過 

熱 

の 

E 6 

ル 

ームサ 

—モ 

断 

線 


P 4 

不 



消 



乂 

似 

E 7 





で 



( 

消 

乂時 

間 

が長 

い 

) 


E 9 

1 で 




笔 

① 

P 5 

基 


板 


不 


良 


E 8 

疑 

似 

乂 


炎 


F 1 《 

熱 

交 

ヴ 

— 

モ 

作 

動 


E A 

燃! 

焼用送風 

機異常検 

出 


F 2 《 

湯 

:曰 

/皿 

ヴー 

三 

スタ 

断 

線 

① 

EC 

ル 

ームサ 

—モ 

短 

絡 


FC 《 

湯 

旧 

/皿 

ヴー 

ミ 

スタ 

短 

絡 


EE 

停 . 

止時ポッ 

卜 異常過 

熱 






ま） 

※印は f UH タイプ）のみが象です。 

E 0 

基 

板溫 

度 

異 

常 












■解除方法 

①運転スイッチを一旦「切 J にし、再び「入 J にして<ださい。 

③お買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに修理を依頼して<ださい。 

CSD 

♦お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービスセンターに連絡していただく際は、表示している自己診断モニタちお知5せください。 


使用上のま意 


本書の r 特にま意していただきたいこと（安全のために必ずお守り < ださい） J の他に、次の項目についてちま意して < ださい。 


•煙突閉そ< 危険 

煙突がつまった0、ふさがれたままで使用しないで<ださい。閉そ<している 
と運転中に排ガスが室内に漏れて、危険です。 


•ストーブの上面板-上面ガード-前面ガードなどは高温です。やけどにを意して<ださい。 1バ 

特にお子さまをストーブに近づけないで < ださい。 , 

•上面ガードを取0がした0、前面ガードを開いたまま使用しないで<ださい。誤って放熱器やガラス 

円筒などの高溫部にふれますとやけどをします。また上面ガードは、地震などにより可燃物が落下し --- - A 

たときなどに乂災を防止するためのちのです。やむをえず取0がした場合は、必ずちとの状態に取0付けておいて<ださい。 
•煙突は高温です。やけどにを意して<ださい。 

•雷が発生したとま、雷（誘導雷）によ0—時的な過電圧がかかってち、過電任防止装置がストーブを保護するし< 
みになっていますが、大まな雷（直撃雷など）の場合は、電子部品を損傷するおそれがあ0ますので、電源プラグ 
をコンセントか5抜いて<ださい。 

•ガラス円筒には水をかけたり、衝撃をあたえたりしないで<ださい。ガラスが割れ危検です。 

•ス I -ーブ前面付近は、ふ<射熱が強いので、熱に弱いちのを置いた0、敷いた0しないで<ださい。 

変色や変おした0することがあ0ます。 

•シーズンオフのよ5に長期間使用しないとまは、コンセントか5電源プラグを抜いて<ださい。 



床暖房の床温調節 


〔 UH タイカ 


•設定床温は、床暖パネルの温度設定です。お部屋の温度設定は設定温度または乂力調節つまみで行って<ださい。 

カーぺットの表面が熱<な0すぎないよ5設定巧温には十分を意して<ださい。 

•長時間皮膚の同じ場所に触れないでください。比較的おい温度 （40 〜60で）でも低溫やけどや脱水症状の原因になります。 


循環水の凍結予防（循環液のを入) 


( Tuh タイプ^ 


腐食予防および凍結予防のために必ず循環液を入れて<ださい。 

•循環液は必ず〕□ナ床暖房用循環液(別売品)をご使用ください。他の不凍液を使用したり混合したりすると製品の寿命が短くなります。 
•循環液は3年を目安に入れかえて<ださい。（開封した循環液ち含む） 























































6 .安全装置 


このス I -ーブには次のよ5な安全装置がついています。 

すべての安全装置は、異常が取0除かれてち再度点乂操作をしなければ運転は停止したままです。 


安全装置 

原因-作動結果 

処置ち法 

巧 震 自動消义装置 
( り1 表示) 

•強い地震（震度約51^^^や衝撃を 
受けたとま 

-自己診断モニタ k こ5, 1表示 
•ス1-ーブの運乾を停止 

• ストーブの周囲や煙突の接続部-煙突 
トップの外れ、油漏れなどの異常がない 
ことを確認してから点火操作をして<だ 
さい。 

(巧震自動消乂装置は作動後自動的に 
セットされます。） 

点义安全装置 

燃焼制御装置 

(フレーム□ッド） 

It /I 表示 - It 引 表示 

(途中消乂） （不着乂） 

•点乂ミスをしたとき 
•途中消乂をしたとま 
•炎が異常にルさいとき 

ク 

-自己診断モニタ If M 表示または 

If しこ'1 表示 

•ストーブの運乾を停止 

• 油タンクの送油バルブが閉じ 5 れてい 
ないか確認して<ださい。 

• ゴム製送油管に空気だま0がないか確 
認して < ださい。 

• 定油面器の安全装置が作動していない 
か確認して < ださい。 

•お買い求めの販売店または、おお<の 
コ□ナサービスセンターに修理を依頼 
して < ださい。 

停電安全装置 
|£7 康示 -1^5 康示 

(30秒1；1上）/1秒上、 

130 秒未満 J 

•停電したとさ 

•電源プラグが抜けたとま 

ク 

-通電後自己該断モニタ1 f 7 1表示ま 
たは If 5' 1表示 
•ス1-ーブの運乾を停止 

• |/-7 1の場合、時計などのセットを 
してか 5、 点乂操作をして<ださい。 

• 1 EEI 1の場合、通電後点乂操作をし 
て < ださい。 

• 電源プラグを確認して<ださい。 


mEB 


































7 •その他の装置 


装置の名称 

原因-作動結果 

処置ち法 

再点义安全装置 

•消乂直後、再点乂操作したとさ 

ク 

-約2分間の冷却後でないと点乂動作に 
入5ない 

•ストーブが冷えてか5運転を巧ってく 
ださい。 

燃焼用送風機異常 

検出装置 
い EF い 表示) 

• 回転数が異常に低下したとま 

ク 

.自己診断モニタ Iffl 1表示 
•ストーブの運乾を停止 

•お買い求めの販売店または、お近< 
のコ□ナサービスセンターに修理を 
依頼して < ださい。 

過電流防止装置 

(表示部全消口） 

• 内部配線のショートによ0過電流が 
流れたとま 

ク 

•電流ヒューズが切れ、すべての運転 
を停止 

•お買い求めの販売店または、お近< 
のコ□ナサービスセンターに修理を 
依頼して < ださい。 

循環水過昇防止装置 
( h 1 表示） 

•循環液が減少したとさ 
•循環液が循環しないとき 

ク 

-自己診断モニタ If /1表示 
•ス1-ーブの運乾を停止 

•循環液の量を確認する等によ0循環 
液過昇原因を取0除いてか5、点乂 
操作をして < ださい。 

•お買い求めの販売店または、お近< 
のコ□ナサービスセンターに修理を 
依頼して < ださい。 

サポートヒータ 

過熱防止装置 

•循環液が減少したとさ 
•循環液が循環しないとさ 

ク 

-サポートヒータへの通電を停止 
(温度が下がると自動的に通電を再開） 

•運転をいったん停止して、曰常の点 
検•手入れ （22 ページ）をして < だ 
さい。 

•お買い求めの販売店または、おお< 
のコ□ナヴービスセンターに修理を 
依頼して < ださい。 

安全ヴ ー S スタ （73 で） 

( to 表示） 

•ス1-ーブの上面および側面が固われ 
ているとさ 

•ストーブの前面に障害物などがある 
とさ 

ク 

-自己診断モニタ IfO 1表示 
•ストーブの運転を停止 

•ストーブ周囲の障害物を取0除いて< 
ださい。 

• お買い求めの販売店または、お近<の 
コ□ナサービスセンターに修理を依頼 
して < ださい。 


ま）※巧は Ojh タイプつ のみ巧象です。 
































8 •曰常の点巧 • 手入れ 


点検、手入れのとまのを意 


点検-手入れは消乂後、ポットパーナが冷却してか S 必ず電源プラグをコンセントか5抜いて行って<ださし^。 


A }1 M \ ♦故障•破損したら、使用しないで<ださい。不完全な修理は危険です。 

♦定期的 （2 年に1回程度）に点検•整備を受けて < ださい。点検を受けずに長期間使用し続けると、 
故障や事故の原因にな0危険です。 


点検、手入れの必要頂目、時期、方法 


■周囲の可燃物（使用ごと） 

ストーブおよび煙突の周固は、常に整理•掃除し、燃えやすいちのを置かないで<ださい。 


■ほこ0 (使用ごと） 

•ス I -ーブにほこりが付いたげ態で運転をしないで<ださい。 

•ス I -ーブが観のほこ0や巧れは乾いたやわ5かい布などでまれいにふきとつて<ださい。シンナー-アルコール•ベ 
ンジンなどは使用しないで<ださい。 

■油漏れ-油のたま0 • 油のにじみ（使用ごと） 

•置台-油タンクに油漏れ-油のたまりや油のにじみがないか、点検して<ださい。 

また、給油の際にこぼれたな油は、よ<ふさとつて<ださい。 


•油漏れがある場合は、お買い求めの販売店または、お近<のコ□ナヴービスセンターに修理を依頼して<ださい。 

■ゴム製送油管の点検-交換の目ま（シ—ズンの初め） 

注意 1 ミ由タンクやゴム製送油管-接を部-給油コックおよびストーブなどからの I 灯油漏れがないことを確認 
の上ご使用<ださい。な油が漏れていると乂災のおそれがあ0ます。 


ゴム製送油管は、屋外で使用しないで<ださい。屋外での使用は禁止されています。 

ゴム製送油管は、経年変化しますので手で少しなば、ひび割れがないか点検し、ひび割れがある 
とまは交換して<ださい。交換の目安は、3年に1度です。交換はお買いホめの販売店または、 

お近<のコ□ナサービスセンターに依頼して<ださい。 


国ミ由タンク（シーズンのネリめ、適時） 

•油タンク内に水やごみがたまってないか点検して<ださい。 

油タンク内の水抜さおよび掃除は、油タンク付属の取扱説日月書に従って行って<ださい。 

■煙突の接続部のゆるみおよびトツプの周囲（シーズンの初め、適時） 

♦煙突の接続部、煙突トップのがれがないかを点検して<ださい。煙突が腐食した0、巧があいた0していると危陵で 
す。新しい物に交換して<ださい。 

•煙突の近< には燃えやすいちのを置かないで< ださい。 

•煙突巧や煙突トップが雪や氷でふさがれていないか、落雪などで倒れていないか点検して<ださい。 

•煙突内は結露で生じた水滴が凍ってつまると危険です。点乂時に煙突のつなぎ目やストーブよ0異常な煙が出た6消 
乂して、煙突内を点検して<ださい。 

•煙突が小鳥の巣や紙などでふさがれていないか点検して<ださい。 

■定油面器のストレーナの掃除備瞒 

〔お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナヴービスセンターに依頼してください。) 

•定ミ由面器には、ごみを除<ためのストレーナがついています。 

水やごみがたまると口油の流れを巧ばて、十分な乂力が出な<なる場さやな油が漏れるおそれがあ0ます。 

1シーズンに1〜2回（シーズン巧めなど）は、お買い求めの販売店またはコ□ナサービスセンターに掃除•点検を 
依頼して < ださい。 


















8 •曰常の点検•手入れ 


■反射板-ガラス円筒の掃除備時) 



掃除は、ストーブを消乂させ十分冷却してか S 巧って< 
ださい。 

熱いげ態で行うとやけどのおそれがあ0ます。 

•反射板およびガラス円筒にほこ0がたまると反射効率が悪<なるばか 
0でな < 危険です。 

次のよ5にほこ0を取0除いて < ださい。 

1 . 前面ガードをち側の固定ばねに個）か5がし左側にまわしてください。 

2. ガラス円筒を割5ないよ5にを意して掃除機などで反射板およびガ 
ラス円筒のほこ0をされいに掃除して<ださい。 

3. やわ5かい布などで反射板およびガラス円筒をきれいにふいて<ださい。 

4. 掃除が終わった S 、 ちとどお0に取0付けて<ださい。 


♦前面ガードは、確実に取0付けて<ださい。 


■ガラス円筒巧部の掃除 觸獻 Om ) 求めの販売店または、お近くの〕□ナトビスセンタ-に依頼してください 。 ) 



掃除は、ストーブを消乂させ十分冷却してか5巧って<ださい。 
熱いげ態で行5とやけどのおそれがあ0ます。 

•長期間の使用や油だま0による大燃焼の後にはガラス円筒がすすけることが 
あ0ます。ガラス円筒がすすけて炎が見えに<<なったときは、しば5<の 
間（約30分間）乂力を大き<することによ0、すすを除去することがでさます。 
それでちすすを除去できない場合は次のよ5に、スケルトンをがしてガラス 
円筒を掃除して < ださい。 



1. 上面ガードをがして<ださい。 

2. 燃焼筒ふたをがして<ださい。 

3. スケルトンをガラス円筒にあてないよ5に取0がして<ださい。 



4. 布などでガラス円筒の内側をふきとって<ださい。 

5. 掃除が終わ0ました5、スケルトンを図のよ5に正し<取0付けて 
<ださい。 

取0がした部品をちとどお0正し<取0付けて<ださい。 


•ガラス円筒には、水をかけた0、衝撃を与えないようにま意して<ださい。 


■循環液の補給 施時） ( UH タイプ） 



シスターンタンク內の循環液は、少しずつ蒸発します。 

ときどま水位を確認して循環液が不足している場台は、給水□扉を開き、規 
定水位まで床暖房専用補充液を補給して<ださい。 



循環液は「上限 J 1^1上補給しなぃで<ださぃ。 
使用中に循環液があふれることがあ0ます。 


参コ□ナ純正床暖房用循環液は、凍結予防の他に床暖房に使用される機器（ストーブ•床暖パネル•配管部品など）の防鐘効果を目的に 
作5れた循穩液です。循環液はすでに純水で適正な濃度に調合してあ0ますので、試運転時にはこのままストーブに入れて<ださい。 
参他社銘柄の防鐘剤、不凍液（特に車両用など）を使用した0、混さした0すると防鐘効果が発揮されず機器の耐义 
性がそこなわれた0粘度があわずポンプの性能が十分発揮されずに、沸騰してしま5ことがあ0ます。 

•循環液は、常溫では引乂しませんが、加熱されたストーブの上などにかかると着乂することがありますので取り扱いには十分を意してください。 
•循環液は3年を目安に入れかえて<ださい。（開封した循環液ち含む） 

•循環液の凍結温度は、一20でに調合されています。 






















































8 •曰常の点検•手入れ 


■温水配管の点検 • 交換の目安（シーズンの巧め、適獻 CUH タィプ; 

•ス I -ーブ内部や温水配管接続部分か5水漏れがないことを確認して<ださい。 

•パックチューブは経年変化しますので手で少し曲げ、ひび割れがないか点検し、ひび割れがあるときは交換して<だ 
さい。交換の目安は3年に1度です。 

交換はお買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに依頼して<ださい。 


■フアンフイルタの掃除備獻 

•フアンフイルタがごみやほこ0で目づま〇すると燃焼不良の原因にな0ます。 
次のよ5にス I -ーブ背面のフアンフイルタの掃除を行って<ださい。 



1. 左図の矢 EP のよ5にフアンフィルタに力を加えなが5引ま出し、ス I -ーブ背面か 
5取0がして < ださい。 

2. ブラシなどでフィルタのほこ0を取〇陈いて<ださい。 

3. 掃除が終わ0ました5、ちとどお0に取0付けて<ださい。 


■燃焼用送風機の掃除件1回 m 上） 

G お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービスセンターに依頼して < ださい。) 


•燃焼用送風機フアンにごみやほこ0がたまると送風力が弱<なり燃焼が悪<なつたり、音が大き<なつて<ることが 
あ0ます。 

次のよ5に燃焼用送風機フアンのほこ0を取0除いて < ださい。 



1. ストーブ背面のフアンカバーと風量制限板をがし、ブラシなどで静か 
にほこ0を取0除いて < ださい。 

2. 掃除が終わ0ました5、もとどお0に取0付けて<ださい。 


gjSCT 燃焼用送風機フアンに付いたほこ0を取0除<とき、燃焼用送風機 
フアンを変形させないで<ださい。 

燃焼用送風機フアンに力を加えると®りや傾きを生じて、回転のと 
まに音が出ることがあ0ますので力を加えないよ5にして<ださい。 


■地震などのが害が発生したとまの点巧について 

•地震などの災害が発生し、ストーブに振動や衝撃が加わったときは、運乾前に必ず次の点検をおこなって<ださい。 

-煙突のかれ、漏れの確認 •ストーブの損傷点検 

-巧油配管か5の漏れの確認 

•点檢で異常が見つかった場合は、お買いホめの販売店または、お近くのコ□ナサービスセンターに修理を依頼してください。 


9.定期点検 


長期間ご使用にな0ますと、ストーブの点検が必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに点検を実施して<ださい。点検のご相談は、お買い求めの販売店またはお 
近くのコ□ナサービスセンターまたは修理資格者〔（財）日本石油燃焼機器保守協会 ( TEL 03-3499-2928) でおこな 
5技術管理講習会修了者（石油機器技術管理±)など）のいる店までお問い合わせ<ださい。 


愛情点検 

I 長年ご使用の半密閉式石油ストーブの点検をぜひ！ I 

の 

こんな症がは 
ありませんか 

•油漏れがする。 

•強い臭いがする。 

•運転中に異常な音がする。 
•その他の異常や故障がある。 


ご使用中止 


故障や事故の防止のため必ずお買い巧めの 
販売店または、お近<のコ□ナサービスセ 
ンターにご連絡<ださい。点検•修理につ 
いてのご費用など詳しいことはお買い求め 
の販売店または、お近<のコ□ナサービス 
センターにご相談ください。 






























10 •部品交換のしかた 


■部品交換のとまの注意 

不完全な修理、調整はをおですので、部品の交換、調整が必要の場合には、お買い巧め 
の販売店または、お近くのコロナサービスセンターちし<は修理資格者〔(財）日本石油燃焼機器保 
巧協会で巧 d 技術管理講習会修了者(石油機器技術管理±)など）のいる販売店にご相談<ださい。 

部品交換はコ□ナ純正部品とご指定ください。 

•コ□ナ純正でない部品を使用の場合には、本体の機能が損なわれたり、事故や故障の原因となります。保証期間 
内であってち本体の保証が受け6れません。 


消耗-劣化しやすい部品（交換が必要な部品) 


項 目 

內 容 

使用期間によ0交換が必要な部品 

ポットバーナ-点乂ヒータ-燃焼リング-スケルトン 
フレーム□ッド-点乂ネット.ガラス円筒-各種パッキン 

環境によ0劣化しやすい部品 

プリント配線板-燃焼用送風機-ゴム製送油管 

変質-不純'な油の使用によ0劣化しやすい部品 

電磁ポンプ-定油面器-フレーム□ッド 


11 .保管 (長期間使用しない場合) 


シーズン終了時などの長期間使用しないときは、日常の点検•手入れの項 （21 〜23ページ) 
を参照し、次の要領で保管して<ださい。 

1•電源プラグをコンセントか6巧いて<ださい。 

AmM \ 長期間使用しないとまは、電源プラグを抜いて<ださい。 


2•油タンクの送油バルブを閉じて < ださい。 

3 •フアンフイルタの掃除をしてください。 （23 ページ参照） 

4 •定油面器巧のな油をすべて抜ま取って < ださい。 

•な油の抜き取0はお買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに依頼して<ださい。 

5 •本体のごみやほこ 0 を取って < ださい。 

•掃除機などでごみやほこ0を取0除いて<ださい。 

6 •本体をしめ 5 せた巧で巧れを落としてか 5、 か 5 ぶまして<ださい。 

7 •ストーブは据付けたまま保管して<ださい 

•ス I -ーブ内の循環液を抜いて保管する場合は、エアー抜さバルブを開いておさ、エアー巧さバルブ配管内ち乾燥さ 
せてください 。 C UH タイプ） 

•床暖の配管を接続したままで保管する場合は、上限水位まで補給しておいて<ださい。 PUH タイプ j 
•ど5してち取0がして保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしないよ5おしまい<ださし、 
•次シーズンに据付けるときには、必ずお買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに依頼して< 
ださい。 


















12 •故障•異常の見分け方と処置方法 


■次のよ5な現象は故障ではあ0ません。 

•修理を依頼される前にち5—度お確かめ<ださい。 


現 象 

説 明 

点 

乂 

時 

為 

乂 

時 

巧]めて使用するとさやシーズンのネリめに煙やにおいがでる。 

耐熱塗料やほこ0が焼けるためです。 

しば6<窓をあけて換気をして<ださい。 

すぐに点乂しない。 

予熱点乂方式のため予熱時間が2分程度必要です。 

(予熱時間は室温によ0多少変化します。） 

燃焼開始時や消乂後に「ピチピチ」や「カンカン J とい5 
音がする。 

本体内部が熱によ0膨張、収縮するためです。 

点乂時にポンと音がする。 

点乂するとさに発生する着乂音で、異常ではあ0ません。 

燃焼開始時に黄色い炎（ホ乂）が混じる。 

異常ではあ0ません。 


■使用中に異常があった5次表によ0原因を調べて処置をして<ださい。 

参原因のわか5ないとまや処置のむずかしいとまはお買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービス 


※印部の現象-原因は〔 UH タイプ）のみ対象です。 


現象 

原大 

E1 

i 
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消 
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E2 
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い 

E3 
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電 
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i 
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乂 

く楚 

F1 

aia 

交 

ヴ 

I 

モ 

作 

、 - / 

炎 

び 

大 

さ 

< 

な 

5 

な 

い 

黒 

煙 

を 

化 

し 

燃 

を 

る 

るを 

ス 

円 

筒 

び 

す 

す 

け 

立 

暑 

た 

て 

燃 

を 

る 

電源プラグをコンセントに差し込んでいない 











強い地震びあった。または、ストーブに衝撃をちえた 



参 








送油バルブび閉まっている 

参 

• 









定油面器の安全装置び作動している 

• 

• 









ゴム製送油管に空気だま0びある 

• 

• 





• 




ゴム製送油管び折れていて、丹油び流れに<い 

参 

• 





参 




定油面器に水、ごみが付いている 

• 

• 





参 




煙突の設置び基準通0でない。煙突の横引さび長い 








参 

参 


燃焼用送風機のフアンフイルタにほこ0がたまった 








• 

参 


煙突の工事び不適当のため逆風現象がある 

• 







参 

• 


燃焼 U ングび変形している 








参 

参 

参 

強風などによ0、煙突の引きび極端に強い 

• 









• 

油漏れびある 











フレーム□ッドにすすび多量に付着した 

参 




参 






循環ポンプが故障している 《 






• 





シスターンの循環水び不足している ※ 






• 





温水配管がつぶれている。温水ジョイントのコックが閉じている※ 






• 





長時間停電びあった （30 秒 ！; Lh — E 7表示） 




参 







停電びあった （ 1秒!;(上30秒未満一 E 9 表示） 




参 







微風フアンび故障している 





























































12 •故障•異常の見分け方と処置方法 


現 象 

説 明 

燃 

焼 

良 

• 

そ 

の 

他 

炎の一部が揺5ぐ。青炎の中に黄色い炎（ホ乂）が混じる。 

異常ではあ0ません。 

煙突の先端か5連続的に白煙が出る。 

が気温が低<なると、排気ガス中に含まれている水分が凝結し 
て水蒸気になるためで、異常燃焼による白煙ではあ0ません。 

な油ぎれの際に一瞬炎が大ま<なつて消乂する。 

異常ではあ0ません。 

タイマー運乾中に表示部の表示が暗い。 

待機時の節電のためです。 

「カチカチ J 音がする。 

電磁ポンプの運転音で異常ではあ0ません。 

ガラス円筒が白<なる。 

な油中の成分がガラス円筒に付着するためです。異常ではあ0ません。 

ストーブ本体か5水が蒸発する「ジユツ」とい5音がする 

結露水が熱交換器内部で蒸発する為です。異常ではあ0ません。 


•次のよ5な現象のときは使用を中止し、油タンクの送油バルブを閉じてお買い求めの販売店または、お近< 
のコ□ナサービスセンターにご連絡<ださい。 


現 象 

症 が 

点乂時-燃焼時-消乂時に「ボーン」とい5大きな音がした。 

ストーブが損傷した0パッキンが飛散しているおそれがあ0ます。 

黒煙を出して燃えている。 

燃焼が異常になっています。 

置台にな油が漏れている。 

ゴム製送油管の締付バンドが締まっていない。 


センターにご連絡<ださい。 ★室内温度表示に自己診断モニタが表示されます。 


灯 

油 

の 

に 

お 

い 

び 

す 

る 

爆 

発 

的 

な 

{が 

繞 

を 

す 

る 

電 

源 

び 

入 

ら 

な 

い 

あ床 
た暖 
たパ 
まネ 
らル 
なび 
い 

沸 

と 

う 

豪 

す 

る 

振 

動 

が 

ふ 

さ 

い 

微 

旧 

/皿 

風 

び 

化 

な 

い 

処置ち法 



• 





コンセントに確実に差し込む 








ストーブの周囲や煙突の接続部-煙突トップの外れ、油漏れなどの異常びないことを 
確認してから点乂操作をする 








送油八ルブを開< 








定油面器 I 」セットレバーを左方向まで巧す 








燃料切れの注意と空気抜さの方法 （8 ページ）を参照して空気抜さをする 








ゴム製送油管の折れを直す。 








お買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに修理を依頼する 








お買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに修理を依頼する 








ファンフイルタのほこ D をブラシなどで掃除する 


参 






お買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに修理を依頼する 








お買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに修理を依頼する 








お買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに修理を依頼する 

• 







お買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに修理を依頼する 








お買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに修理を依頼する 




• 

参 

• 


お買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに修理を依頼する 




参 

参 



規定水位まで補充液を入れる 




• 

• 

• 


温水配管のつぶれを直す。温水ジョイントのコックを開< 








設定温度、時刻などをセットしてから点乂操作をする 








U セットしてから再度点乂操作をする 







• 

お買い求めの販売店または、おお<のコ□ナサービスセンターに修理を依頼する 


msm 
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ま）※巧は GUH タイプ）のみ対象です。 


型式の 呼び 

UH -7712 PK (基本型式 UH - 7710 PK ) 

SV - 7012 PK (基本型式 SV - 7010 PK ) 

種 類 

ポット式*強制通気形-自然対流形-^床暖房用 

点乂 方式 

電気点乂式 

使 用 燃 料 

灯油 （ JIS 1 号丹油） 

燃 

焼 状 態 

ホ n 巧 5 : 巧 ホ； 

最大 

〇 70レ\/\/ 0 0/ I に I / h >、 

最小 

〇 OC レ \/\/ 〇つ 01 /h 、 

最大 

ゾ ^ ^^ 

最小 

_ ^ ^/ 

燃料消費量 

暖 房 運 牵 S 

ストーブ単独運転 

ホ n 巧 百：巧 

y. / ^Kvv vu.y^oL/n; 

9.72 kW の. 945 L / h ) 

Q に000 レ I /hi 

^.^OKvV vU.^^UL/n ； 

2.26 kW (0.220 L / h ) 

Q H tzniy l/h 

10.14 kW の. 986 L / h ) 

/ ^ ^^ 

^ ^^ 

2.26 kW (0.220 L / h ) 

_ ^ ^^ 

発熱量 

暖 民 運 車 A 

ストーブ単独運転 

ホ 〇巧 :巧 

oUjUUUKJ / n 

35,000 kJ/h 

~7 Q QO / 

o, 1 OUKJ/n 

8,150 kJ/h 

QH no / 

_ ^^ 

36,520 kJ/h 

_ ^ ^^ 

^ ^^ 

8,150 kJ/h 

_ ^ ^^ 

熱効率 

U & 房 厘 串ム 

ストーブ単独運転 

/ 0.070 

69.0% 

o I .y 70 

67.0% 

^ ^^ 

69.0% 

67.00/〇 

暖房出力 

床暖房 運転 

7.66 

kW 

循環水量 150 L/h 
(1 回路時） 

1.86 

kW 

循環水量 100 L/h 
(1 回路時 ‘2 回路時） 

/ 

/ 

循環水量 180 L/h 
(姻謡)側売品側] 

ストーブ単独運転 

6.71 kW 

1.52 kW 

7.00 kW 

1 .52 kW 

最大床暖房出力（床暖房運転） 

最大燃焼時 
2.09 kW 

循環水量 150 L / h (1 回路時） 


循環水量 180 L / h (2 回路瞄側売品使風 

ヴポートヒータ出力（サポートヒータ運転） 

0.500 kW 循環水量100 L/h 

^- - — ^ 

標準適室 

床暖房運転 

温暖地 

木造 33.0 m (20 畳)まで ] ンクリート 44.5 m (27 畳)まで 

- - 

寒冷地 

木造 33.0 m (20 畳)までコンク IJ - 卜 53.0 m (32 畳)まで 

^ - - - 

ストーブ 
単独運転 

温暖地 

木造 28.0 m 2 (1 7畳)までコンクリート 39.5 m に4畳)まで 

木造 29.5 m (1 8畳)までコンク U - 卜41 . Srrf 啟畳)まで 

寒冷地 

木造29.5の2 (1 8畳)までコンクリート 46.0 m (28 畳)まで 

木造 29.5 m (1 8畳)まで〕ンク U - 卜 48.0 m (29 畳)まで 

本体 水 容量 

2 L (器具内蔵シスターン上限水位時） 

- - — 

床暖房用熱交換器の最高使用圧力 

シスターン大気開放 

-- - ^ 

外形 寸法 

高さ 615 mm 幅 748 mm 奥行 368 mm (置台を含む） 

質 量 

33 kg 

27 kg 

電源電圧及び周波数 

100 V 50/60 HZ 

定 格 

消費電力 

床暖房 運転 

点乂時 360/360 W • 最大燃焼時 38/46 W 


ストーブ単独運転 

点乂時 340/340 W - 最大燃焼時 17/17 W 

点乂時 340/340 W - 最大燃焼時17/1 7 W 

ヴポートヒータ運転 

最大運転時 625/625 W 

一 - - - — 

待機 時 消 費 電力 

1.4 W 

1.6 W 

床パネルの 
接続面積 

床暖房 運転 

4.5-19.5 m (3 畳〜12畳）（最大燃焼時） 

一 ---^ 

ヴポートヒータ運転 

4.5 m (3 畳） 

^--- 

温水 配管 接続 □ 

外径0 8 mm ニツプル 

--^ 

煙突の 呼 び 径 

ク106 mm (3 寸5分） 

煙突の壁賃通部の孔径 

011 0 mm 

標準ドラフト値（最大燃焼時） 

—7.8 Pa (― 0.8 mmH 2 0) 

排気温度 

床暖房 運転 

330む!;(下 

一 --- 

ストーブ単独運転 

480む !; TF 

480む !; TF 

電流 ヒューズ 

5 A •10 A 

安全装置 

対震自動消乂装置-点乂安全装置-燃焼制御装置-停電安全装置 

その他の 装置 

再点乂安全装置-過電流防止装置-燃焼用送風機異常檢化装置 
安全ヴーミスタ-^サポートヒータ過熱防止装置* ^循環水過昇防止装置 

付属品 

置台1個-※パックチューブ 2.5 m • ※ホースバンド2個-本体固定金具2個（ねじ2個） 

遮熱板1個*ゴム製送油管締付バンド2個-取扱説明書-^工事説明書 


備考） • 微風ファン運転時の消費電力は定格消費電力に 4 W 加算されます。 


♦標準適室は、一般社団法人•曰本ガス石油機器工業会の算定基準によ0ます。 




































































表示部 D E 
スピ-力 


ミ主) I_ _!巧端子部は 

CDh タイブ）のみが象です。 


〇 

雲□対震 

g □ FM パルス 
导□ポットサ ー S スタ 

fl [] 吸引ポンプ 
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ァクチユエータ 

微風フアン 

I循環ポンプ' 
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14•アフターサービス 


■保註について 


•このコ□ナ半密閉式石油ストーブには保証書がついています。（裏表紙に巧刷されています。） 

保証書は、必ず「お買いあば曰•販売店名 J などの記入をお確かめの5え、大切に保管して<ださい。 
•保証期間はお買いあば曰か51年間です。 

•次のよ5な原因による故障および事故につまましては、保証の対象にな0ませんのでを意して<ださい。 
-変質な油や不純好油などの不良口油、また好油公がの燃料使用による故障や事故。 

-誤った使用方法による故障や事故。 

-シリコーンが原因の修理、シリコーン配合の商品を使用したとま。 


■修理を依頼されるとき 


• r 故障•異常の見分け方と処置方法 J (25 〜26ぺージ）の項に従ってお調べください。直5ないと苗ま、ご使用を中止し、 
必ず電源プラグを抜いてか5、お買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターにご連絡<ださい。 
•ご連絡いたださたい內容は次の通0です。 

①品名③型式の呼び③お買いあば曰④故障状況（できるだけ具体的に）⑥ご住所•ご氏名•お電話番号 
•品名、型式の呼びは取扱説明書(保証書）をご6ん< ださい。 

•修理に際しごま、保証書をご提示ください。保証期間中であれば保証書の規定に従って無料修理させていただきます。 
•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターにお問い合わ 
せ < ださい。 


■保証期間が過ぎているとさは 

♦お買い求めの販売店または、お近<のコ□ナヴービスセンターにご相談<ださい。修理によって使用でさる製品 
についてはお客様のご要望によ0有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

♦石油ストーブの補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の保有期間は製造打ち切0後7年です。 


プリント配線板端子配置図 


黄白黄白黄白黄白黄黄白ホ白 

□□□□□□ 

































y/^ 

/// 45 cni ソ上 I 


諮 : m 


※左図では可燃物までの離隔距離を示していますび、保守点検 
や性能維持のため、不燃物などの場合ち左図離隔距離をとつ 
て < ださい。 

(備考） 

1. A • 目寸法は、 20 cm 必上、 15 cm 似上と 
示していますび、煙突と可燃物との距離 
(45 cmi ；^ 上）でち規制されます。 

可燃物との跑離び長<なるように設置し 
て < ださい。 

2. 遮熱板を取0付けない場合は、側面との 
距離を 30 cm 似上離してください。 

•テレビやラジオか51 m じ(上離して < ださい。 



据付け後の確認 


振付けが終わ0ました5、ちう一度、取扱説明書（工事編）の「特にま意していたださたいこと（安全のために必ずお 
守0<ださい） J をお読みにな0、取扱説明書（工事編）に記載されているとお〇据付け5れているかどうかを確認し 
て < ださい。 


振付けについては、乂災予防条例、電気設備に関する技術基準など法令の基準があ0ます。取扱説明書（工事編）の 
「特にを意していただきたいこと（安全のために必ずお守0<ださい） J をお読みにな0、販売店または据付業者とよ< 
ご相談して<ださい。また、「標準据付け例 J については、下図を参照して<ださい。 

■標準振付け例 

ストーブの振付けは下図を満足させる位置に取0付けて<ださい。 

煙突の先端か5水平距離1 m 必内に建物の軒がある場合は、\ 
その軒か 560 cm 必上高 < すること。 

煙突の先端か 51 m 公内に建物の開□部（窓）がないこと。 



15•お付け 


♦ 



お付け-移設工事は販売店に依頼する 


据付けや移設工事は販売店または、据付業者に依頼し、お客様ご自身では行わないで<ださい。 


□ 


•※[日ゴ法は、煙突が本体か 51.8 m を超える場合 
は 15 cmliLb 。 

•煙突は、固定金具で1 .5 〜 2 m 間隔に固定すること。 
•設置の場合は当該地区の乂災予防条例にしたがつ 
て < ださい。 

•風の強い地域では、必ずドラフトレギユレータを 
取0付けて < ださい。 

•結露水が化る場合には、露受けアダプターを取0 
付け排出した結露水は、容器に受けて<ださい。 
f 結露予防のため、煙突の横引き長さはでさるか^ 
L ぎ0短く、 2 mlU 内にしてください。 J 


お付け場所の選定及び標準据付け例 
































































巧.据付け-移設 



運乾 


試運転は販売店または据付業者とご一緒に必ず巧って<ださい。 


■運乾準備 

松ミ主意] 電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んで < ださい。 

•油タンクに給油し、送油経路の空気抜きをして<ださい。 （8 ページ） 

•送油経路やストーブよ0油漏れがないか確認して<ださい。 

•配管途中にバルブなどがある場さには、全開にして<ださい。 

•定油面器をセットして<ださい。 （9 ページ） 

•シスターンタンク内に循環液がないとさは、循環ポンプを運転させないで<ださい。故障の原因にな0ます。 


■循環液の給水方法 ( UH タイプ） 

1 . 給水前にエアー抜まバルブが全開になっていることを確認 
して < ださい。 

(工場出荷時には全開になっています。） 


2. 両方の温水ジョイントのコックを「開 J にして<ださい。 



•配管途中にバルブがある場合は、バルブを全開にして<だ 
さい。 

参水漏れがあった場さは、循環ポンプを停止させて<ださい。 
床暖切換スイッチを「ストーブ単独 J に切り換えることに 
よ0停止させることがでさます。 


3. シスターンタンクの規定水位まで循環液を入れて<ださい。 


4. 操作部の床暖切換スイッチを「ストーブ巧暖 J に台わせて 
<ださい。 


5. 操作部の床温調節ボタン「高 J 「低！を同時に5秒間巧し 
続けて < ださい。 

♦循環ポンプが運転を開始します。 

•表示部の設定床温表示が点滅します。 


6. シスターンタンクの水位が下がるので規定水位まで循環液 
を給水して < ださい。 

(シスターンタンクの水位が下が5な<なるまで給水を続 
けて < ださい。） 
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巧•据付け-移設 


7. シスターンタンクの水位が下が5な<なつた5エアー抜ま八' 
ルブを必ず r 閉 J にして<ださい。 

8. 温水配管路に水漏れのないことを確認して<ださい。 

9. 水漏れのないことを確認した S 給水は完了です。操作部の床 
温調節ボタン「高 J 「低 J を同時に押して<ださい。循環ポ 
ンプが停止します。 

表示部の設定床温表示が消なします。 


■運転 《巧は (UH タイプ） のみ対象です。 



なトーブ•床暖切換1 




自動 

手動乂力調節 




微少ル中 大 
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《1.床暖切換スイッチを「ス I -ーブ床暖 J にセットして < ださい。 

2. 運転スイッチを巧して「入 J にして<ださい。 

•約3〜4分間の予備燃焼が終わると本燃焼にな0ます。 

《 3. 温水配管経路に水漏れのないことを確認して<ださい。 


《•運転の途中で温水配管経路に水漏れがあった場合 

①操作部の床暖切換スイッチを「ストーブ単独 J に切0 
換えて循環ポンプを停止させて<ださい。 

③運転スイッチを押して「切 J にしてストーブの運転を 
停止して < ださい。 


4. 異常がなければ、乂力調節つまみを「微少 J 〜「大 J に設定 
して < ださい。 

♦燃焼中の炎に黄色い炎（ホ）火が混じった0、かたよったり、 
上下変動することがあ0ますが、異常ではありません。 

《 5. 床暖パネルが暖か<なることを確認して<ださい。 

•正常運転の目安として「故障•異常の見分けちと処置ち法 J 
(25 〜26ページ）のよ5な現象のないことを確認して<だ 
さい。 


■消义の手順 《巧は (UH タイプ） のみ巧象です。 



•運転スイッチを巧して r 切 J にして<ださい。 

「消乂します J の音声と同時に「運転中 J 表示が消え、消乂します。 
燃焼室が冷却すると約10分後に燃焼用送風機、^循環ポンプが停止し 
ます。 


CSD 

•長期間の保管後、再び設置する場合ち「試運転 J の手順に従い、試運転を行って<ださい。 


区^注/意 1 ネリめてお使いになるとまのま意 

初めてお使いになるときは、耐熱塗料などが焼き付<まで煙と臭いが出ます。しば5<の間、窓をあけて部屋の換気を巧 
つて<ださい。また、小鳥やル動物などに影響する場合が考え5れますので、この間は部屋に入れないで<ださい。 


♦お部屋の窓を少し開け、半曰か51曰程度「大乂力 J 運転をして<ださい。 
















































































■工事編 


絵表示の例 


A 警告 


•据付けや移割ホ、販売店または据付業者び行ってください。 

お客樣ご自身で据付けをされ、不備があると感電や乂災の原因にな0ます。 


〇 


♦据付けは义災予防条例、電気設備に関ずる技術基準など法令の基準を 
守って巧ってください。 


〇 


•屋内排気禁止 

屋内に排気すると、排ガスが室内に巧満して危険です。 

必ず屋外に排気して<ださい。 

rF 

入 

\ 

1 

n 

0 

♦煙突を確実に接続 

煙突を確実に接続し、しっか 0 と固定して<ださい。風、振動、衝撃など 
で外れた 0 すると運転中に排ガスが室内に漏れて危険です。 

み ] 

通 

if Q 


この工事説明書には、安全に正し<据付けていただ<ために、いろいろな絵表示が記載されています。その 
表示と意巧は次のよ5になっています。内容をよ<理解してか5、本文をお読みにな〇据付工事を巧って< 
ださい。 


A 

A ま意 


化 この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者が、またはその作業後の不具合によって使用 
1=1 者が、死 t 、 重傷を負5可能性、または乂災の可能性が想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者が、またはその作業後の不具合によって使用 
者が、傷害を負5可能性や物的損害の発生が想定される内容を示しています。 


A 注意 


参次の場所には据付けない乂災や予想しない事故の原因になります 

-水平でない場所、不安定な場所 -付近に燃えやすいちのがある場所 

-不安定な物をのせた棚などの下 -階段、避難□などの付近で避難の支障とな 

•可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所 る場所 

-燃焼に必要な空気を取0入れる空気取入 □ -マントルピース内 

のない場所または換気の行えない場所 -温室、飼育室など人のいない場所 


0 


•可燃物との距離を離ず 

•ス I -ーブ及び煙突か5周囲の可 
燃物までの離隔距離は乂災予防 
条例で規定されています。図の 
よ5にして<ださい。また可燃 
物側には必ず前面ガードに遮断 
板を取0付けて < ださい。 

•ス I -ーブは付属の置台の上に振 
付けて < ださい。 


20cm_UU 上 45cml；Lb 


〈標準据付け例> 

1 日 Ocml^U 上 


(備考） 

1 . A • B 寸法は、2日 cm しソ上、 

1 5 cm じ(上と示しています 
び、煙突と可燃物との距離 
(45 cml ； Lh ) でち規制され 
ます。イ呆守•点検ち考慮し、 

可燃物との距離び長<なる 
よラに設置して < ださい。 

2. 遮熱板を取0付けない場合 
は、側面との距離を 30 cm 
政上離して < ださい。 

※不燃物の場合でち性能維持のため上図離隔距離をとって<ださい。 



^ 5 严 



1 50cm_UU 上 


巧/ふ////////////み/// 


•特にま意していただきたいことほをのためにあず約りください 
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1 .特にを意していただきたいこと(安全のために必ずお守りください) 


_ /K 江思 

•家屋買通部のま意 

-煙突が可燃性の壁などを貢通する部分は必ずめがね石を使用し 
て < ださい。 

-小屋裏、天井裏などにある部分は金属がの不燃材料で防乂上 
有効な被覆を行って < ださい。 

-可燃性の壁-天井-小屋裏-天井裏などを貫通する部分及びそ 
の付近では煙突の接続はしないで<ださい。 



•煙突の固定 

-煙突は、風や振動などで倒れないよ5支え金具や支え線などで固定して<ださい。 
•煙突は、 1.5 〜 2 m おきに固定金具で固定し、自重を支える部分は支えまたは吊 
0 金具で堅固に支持して< ださい。 



♦ ドラフトレギュレータの取り付け 

煙突の引さ（ドラフト）が強いと燃焼不良が発生します。 

次の煙突設置の場合は必ずダブルドラフトレギュレータ（別売品 DR -1) 
を取0付けて < ださい。 

-集合煙突に接続する場合-標準ゴ法必上に立ち上が0が高い場合 
-風が強<て炎が沈むような場合 


ドラフ h レギ ユレー タ 




•油タンクとの距離を離ず 

-油タンクはストーブょ 02 ml ^ ツ上離して振付けるか防乂上 
有効な遮へいを設けて < ださい。 

-据置式のタンクは、不燃材の床上に据付けて<ださい。 


2 m 社 



♦ ゴム製送油管の屋外使用禁止 

ゴム製送油管は屋外で使用しないで<ださい。 
ひび割れを生じて油漏れの原因にな0ます。 


0 


♦アースエ事をずること ( UH タイプ） 

アースエ事を確実に行って<ださい。 

故障や漏電のとさに感電するおそれがあ0ます。 



•煙突の点検 

据付けが終わった6、ち5—度点検して<ださい。 

次のよ5な取付けは、危険であった0、不完全燃焼をおこすおそれがあるので、必ず修正 
して < ださい。 



• 下0勾配、下向さ曲が0禁止 



-トップと建物の開□部は1 mJ ；! 上 
離れていること 









































































2 •開こん 


1 • ダンボール箱か6ストーブを取0出し、パツキン材-テープ-ち5し類などを取0除いて<ださい。 
2. 栖包箱には、次の付属品が入っていますので確認して<ださい。 


部品名 

個数 

用 途 

置 台 

1 

ストーブの下に敷< 

本体固定金具(ねじ2個） 

2 

ストーブと屋台の固定 

ゴム製送油管締付バンド 

2 

ゴム製送油管接続部の締付け 

遮 熱 板 

1 

ストーブか S 側面可燃物までの離隔距離び短い場合、前面ガードに取0付ける 

取扱説明書 

1 

お客様用ストーブ取〇扱いの説明書 

工事説明書 

1 

ストーブと床暖パネル設置工事説明書 （ UH タイプ） 

パックチューブ•ホースバンド (2 個） 

1 

床暖パネル接続用 （ UH タイプ） 



ィが諾 





取扱説明書 
1冊 


な 


ゴム製送油管 
締付パンド 
2個 


工事説明書 
け女 

( UH タイプ:) 






本体固定金具 
2個 



パックチューブ 
(2.5 m ) •...1 本 

( UH タイス） 


g ホース バンド2個 

( UH タイス) 
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3•据付け 


据付け場所の選定 


据付けについては乂災予防条例、電気設備に関する技術基準など法令の基準があ0ます。 32〜33ぺージ の「特にを意 
していただきたいこと（安全のために必ずお守0<ださい） J をお読みにな0、販売店または据付業者とよ<ご相談して 
ください。また、「標準据付け例 J については、 32ぺージ 、また、「煙突の取り付け J については 36〜37ページ を参 
照して < ださい。 

■性能維持のための空間 

ストーブは燃焼用空気が必要です。火災予防または性能維持のためにちあま0狭い場所で使用せず、換気しやすい場所 
で使用して < ださい。 

■電気コンセントの位置 

歩行者が電源〕ードを引っかけない位置にある専用コンセント ( AC 100 V ) をご使用ください。 

(電源コードの長さは約 2 m です） 

電源コードが煙突などの高温部にふれない位置を選定して<ださい。 

■標高は100 Om を超える高地では使用しないでください。 

空気の濃度が薄いため、燃焼に必要な空気が不足します。 

■効果的に使用するために 

冷気の入って<るち向、例えば窓側などに置<と、冷気がストーブで温め5れ温風として 
対流しますので、効果的です。 



mc^m 








































3 •据付け 


据付け方法 


■置台の取付けと水平調節 


ス I -ーブの下には必ず置台を使用し、ス I -ーブを水平に据付けて、必ず置台と固定して<ださい。 

1 . ストーブの後側の調節脚が置台の脚位置 （2 力所）に、一致するよ5に設置して<ださい。 

2. 水平器を真上か5見なが54個の調節脚を調節して、ストーブを水平に据付けて<ださい。 


0000000 


3. 本体固定金具をス I ブの側面か5、置台の引っかけ部に差し込み、付属のねじでス I -一 
ブに固定して<ださい。固定は、両側面2力所です。 



上か b 見て水平器のふ0こびホ丸内 
にあれば、水平になります。 




H ルームヴーモ 

•ルームヴーモはストーブの背面に固定されています。設置場所および煙突の設置によっては、ルームヴーモが室温を 
正し<感知でさないことがあ0ます。 

このような場合は、延長ルームヴーモ（別売品 RTH -2 P ) をご使用<ださい。 


■油タンクの組立てとお付け（別売品) 


•組立ては、油タンク付属の取扱説明書に従って巧って<ださい。 

•油タンク油面はストーブ本体設置床面よ0高さを 30 cm か 52 m 必内で設置して < ださい。 

•ミ由タンクとストーブとの送油管の間に必ずごみを除<ためのオイルフイルタを取り付けて<ださい。送油経路にごみ 
がたまると、な油の流れを妨げて十分な乂力が出な<な0ます。 

•油タンクの据付けは、各地の乂災予防条例に従って<ださい。 

•油タンクは、ストーブとの間に防乂上有効な壁などがない場台は、 2 m 必上 
離して<ださい。乂災の原因にな0ます。 

•油タンクは、油タンク内の油面がス I -ーブ設置床面よ 02 m 必上高<なると 
ころには据付けないで<ださい。 

油が定油面器よ0あふれ出ることがあ0ます。 

•油タンクは熱-振動-衝撃の少ない場所に据付けて<ださい。 



■ ゴム製送油管の取0付け方 


ゴム製送油管銅製送油管 



•ゴム製送油管にゴム製送油管締付バンドをはめ 
てか5、油タンクとストーブのゴム管□に十分 
巧しこみ、ゴム製送油管締付バンドで強<締め 
付けて < ださい。 


•ゴム製送油管の途中が山おになった0、ちつれ 
た0していますと、空気がたまってな油が流れ 
ないことがあ0ます。 

平5になるように直して<ださい。 


ミ主意 I ゴム製送油管を屋がでは使用しないでください。 

•ゴム製送油管は、 JIS - S 3022 r 石油燃焼機器用ゴム製送油管 J にさ格したもの必州ホ使用しないでください。 
•ゴム製送油割ま、きつく巧ばたり、丸めたりしないようにしてください。 

•紫が線が当たると劣化が早<な0ます。曰光が当た5ないよ5にして<ださい。 

♦ゴム製送油管の上に物をのせた0、重量物がのった0しないよ5にして<ださい。な油の補給が妨げ5れます。 
































































3 •据付け 


■金属配管(銅製送油管)施工の場合のを意 

•定油面器へのごみの侵入を防ぐため、配管工事終了後、ストーブと接続する前には必ず配管內にな油を流して切粉 • 
ごみなどを取0除いて<ださい。定油面器か5油があふれた0、電磁ポンプが故障する原因にな0ます。 


■接地（アース） C UH タィプ ; 

•ス I -ーブの背面下部にあるアース端テを使用して<ださい。 
接地工事は D 種接地工事をおこなって<ださい。 


■床暖パネルを數設しないとま ( UH タイプ） 

•床暖切換スイッチは必ず「ストーブ単独 J にセットして使用して<ださい。 

■電気配線 

•テレビやラジオか 51 m じ(上離して < ださい。 

•電源プラグは、必ず適正配線された単相 100 V のコンセントに差し么んで<ださい。 


■煙突の左ちを変更する場合 

煙突の左ちを変更する場台は、次のようにおこなって<ださい。 

1. 上面ガード•拼気□カバーをがして<ださい。 

2. 煙突接続□を固定している3本のねじをがし、中のパッキンを損傷 
しないよ5に煙突接続□をがして<ださい。 

3. 煙突接続□ふたを固定している3本のねじをがし、中のパッキンを 
損傷しないよ5に煙突接続□ふたをがして<ださい。 

4. 組込みは逆の要領で組み換えて<ださい。 


上面ガード 



排気□カバー 


煙突接続□、パッ 
キンおよび煙突接 
続□ふたは取0付 
けの方向性があ0 
ます。取0付け用 
のねじの位置を確 
かめて取0付けて 
<ださい。 



4.煙突の取付け 


■煙突の径 

•煙突は直径 106 mm (3 づ■5分）を使用してください。 

•さびやすい素材の煙突は、腐食やさびによ0煙突がふさがれた0しますので、使用しないで<ださい。 

■横引ま、立ち上が0の標準寸法 

•煙突の立ち上がり、横引きの標準ブ法は、立ち上がり約 3.6 m (4 本)、横引き約 1.8 m に本）です。 

横引きが標準ブ法よ0長<なる場合は、その長さの1/2を立ち上がりに追加して<ださい。 

(結露予防のため、煙突の横引さ長さはでさるかぎ0短<、 2 mlU 内にして<ださい。） 

•屋外の立ち上が0部の下端には、水抜まをつけて雨水が入るのを防いで<ださい。 

•横引きは10分の1必上の上0勾配になるようにしてください。 

•横引きはできるだけ短<し、ベンド（エビ曲）は3個必下になるよ5にして<ださい。また、露受けアダプター（別 
売品）などの取0付けちご検討<ださい。工事店とよ< ご相談<ださい。 

•1 本の煙突を他のストーブなどと共用することは避けて<ださい。燃焼が悪<な0ます。 

■煙突先端（トップ)の位置 

•煙突トップは、屋根面か5垂直距離 eOcmlU 上離して<ださい。 

参煙突トップか5水平距離 1 m 必内に隣接家屋などの軒があるとまは、さ5にそれよ0、 eOcmlJLb 離して<ださい。 
•窓などの開□部か5は1 m 必上離して<ださい。 

♦煙突トップの位置は建物-立木などのげ態をみて、あ S ゆるち向の風が通0抜ける位置にして<ださい。 





























4 •煙突の取付け 


煙突の取付け 


■トツプの形が 

•煙突トップには、逆風防止のための「傾斜 H 型トップ J を取0付けて<ださい。 


■ ドラフトレギユレータ（別売品）の取付け ドラフトレギュレ-夕 

I A ま意 I 煙突の引き(ドラフト）が強いと燃焼不良が発生します。 

次の煙突設置の場合は必ず、ダブルドラフトレギュレータ（別売品 DR -1) を取0付けて<ださい。 I 

•集合煙突に接続する場合•標準寸法必上に立ち上が0が高い場さ 

参風が強<て炎が沈むよ5な場合 ^ 


■集合煙突を利用する場合のごま意 



>2つ必上のストーブを使用 
するとさは、横引部分の長 
いちを上にして < ださい。 

ドラフトレギユレータ 


集含煙突の径のン 2 



•集合煙突を利用する場合は、設置ち法などについて必ずお買い求めの販売店または、お近 < のコ□ナサービスセンター 
にご相談して<ださい。 


■煙突の取0付け図 

煙突の取0付け図 



ドラフト 
レギュレ^夕 


トツプ 


支え金具 
1 5 cm 

支え又は 
吊 Q 金具 
水抜き 
めがね石 
露受けアダプター 


容器 


可燃物 



■結露水の処理 


f 煙突の先端か S 水平距離1内に建物の軒がある場合 
は、その軒か 560 cmJ ； Lb 高<すること。煙突の先端か 
m 必内に建物の開□部（窓）がないこと。 


•※巧寸法は、煙突が本体か 51.8 m を超える場さは 
1 5 cm 必上。 

•煙突は、固定金具で 1.5 〜 2 m 間隔に固定すること。 
•設置の場所は当該地区の乂災予防条例にしたがって< 
ださい。 

•風の強い地域では、必ずドラフトレギユレータを取0 
付けて < ださい。 

•結露水が出る場合には、露受けアダプターを取0付け 
排出した結露水は、容器に受けて<ださい。 

/結露予防のため、煙突の横引さ長さはでさるかぎ0\ 
\短く、 2 m 助巧にしてください。 / 


(備考） 

1. A - B 寸激ま、 20 cmlU 上、 15 cmlU 上と示しています 
が、煙突と可燃物との距離 （45 cmlU 上）でも規制され 
ます。可燃物との距離が長<なるよ5に設置して<だ 
さい。 

2. 遮熱板を取0付けない場合は、側面との距離を 30 cm 

離して < ださい。 

※左図では可燃物までの離隔距離を示していますび、保守点検 
や性能維持のため、不燃物などの場合ち左図離隔距離をとつ 
て < ださい。 


•煙突の横弓 I き部に結露水が出る場合は、別売の露受けアダプター ( USB -1) また、集台煙突の凍結予防には集合煙突凍結防 
止ヒータ （ USB -3) をご使用ください。お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービスセンターにご相談ください。 






















































































































5 •試運お 


試運転は使用者とご一緒に必ず巧って<ださい。 

■運転準備 

• 注意 I 電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んで < ださい。 

•油タンクに給油し、送油経路の空気抜さをして<ださい。 （9 ページ） 

•送油経路やストーブよ0油漏れがないか確認して<ださい。 

•定油面器をセットして<ださい。 （9 ページ） 


■運転 



1. 運転スイッチを巧して「入 J にして<ださい。 

•3 〜4分間の予備燃焼が終わると本燃焼にな0ます 



自動 

手動乂力調節 

、 




微少 ル中 大 




参 

^ - - - - J 

•mil い ■■■■■■* 画 11111 • 



し 

00 ) 



2. 異常がなければ、乂力調節つまみを「微少 J 〜「大 J に設定して<ださい。 
•正常運転の目安として r 故障•異常の見分け方と処置ち法 J に5〜26ページ) 
のよ5な現象のないことを確認して<ださい。 


■消义の手順 



1. 運転スイッチを巧して「切 J にして<ださい。 

• r 消乂します J の音声と同時に r 運転中 J 表示が消え、消乂します。 
•燃焼室が冷却すると約10分後に燃焼用送風機が停止し、時刻表示必が 
のすベてのランプが消•なします。 


msmsm 

•長期間の保管後、再び設置する場合ち「試運転 J の手順に従い、試運転を行って<ださい。 


ま/意 1 ネ刃めてお使いになるとまのま意 

巧めてお使いになるときは、耐熱塗料などが焼き付<まで煙と臭いが出ます。しば5<の間、窓をあけて部屋の換気を行 
つて<ださい。また、小鳥やル動物などに影響する場さが考え5れますので、この間は部屋に入れないで<ださい。 


•お部屋の窓を少し開け、半曰か51曰程度「大乂力 J 運転をして<ださい。 


6•廃棄するとまのを意 


•ストーブを廃棄処分するとさは、定油面器のな油を抜さ取って<ださい。 

な油が入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わめ事故になるおそれがあ0ます。 

必ずお買い求めの販売店または、お近<のコ□ナサービスセンターに依頼して<ださい。 




































MEMO 




MEMO 




MEMO 


msm 


北陸地区 


金 沢 支店 
富山営業所 
福井営業所 
北陸地区サービスセンター 


福岡市博多区東比恵 2-2-40 干81 2-0007 

:!ヒ九州市ル倉化区愛若 2-6-4 〒803-0828 

長崎県西彼ホ午郡時津町左底郷お田 74- 1干8已1 -2 10巨 
熊本市東区尾ノ上1-] 1-12 〒8日 2-0 日13 

大分市兰佐 1-19-7 干 870-0108 

宮崎市霧島3-已 9-2 干 880-0032 

鹿お島市田上 7- 1 6-5 干 890-0034 

福岡市博多区東比恵 2-2-40 干81 2-0007 


TEL(092)474 -已 77] (代表） 
TEL(093) 曰 92-86] 1(代表） 
TEL(09 已 )882-77 ] 0(代表） 
TEL(0g6)367 —73 巨 1 ( 代表） 
TEL(097) 已 23 —已] 6 1(代表） 
TEL(098 巳) 29—] 己 80( 代表） 
TEU099)28 1-1321 (代表） 
TEL(092)474 -日00 ] (代表） 


FAX (092)474 -已77己 
FAX (093) 己92—86巨6 
FAX (09 己)882—77白7 
FAX (096)369-6323 
FAX (097) 已23—已1日2 
FAX (098 已 )2 己一0巨8已 
FAX (099)281-1252 
FAX (092)474-6414 


名ち屋市熱田区桜田町1巨-1 ] 
岐阜市六条南 2-7 -曰 
静岡市駿巧区高松 2-1 日-30 
沼津市西椎路888-] 

津市高茶屋 3-29-38 
名ち屋市熱田区桜田町 16-1] 


干4己 6-0004 
〒已〇 0-83 己8 
干 422-8034 
干 4] 0-0303 
〒己] 4-08 T 9 
干4己 6-0004 


TEL (0 已 2)74 巨一巨巨00(代表） 
TE 1_(0 己 8)268 —7已已已(代表） 
TEUO 已 4)238 —000已(代表） 
TEL (0 已己 )9 巨8—巨2 ] 0(代表） 
TEUO 已 9)234-847] (代表） 
TEL (0 己 2)74 巨一6日03(代表） 


FAX(0 日 2)884 —6 己己 ] 
FAX(0 已 8)2 巨 8—7 已已〇 
FAX(0 己 4)238 —000 巨 
FAX(055)968—6212 
FAX(0 己 9)234-8472 
FAX(0 己 2)884 —6 已已 4 


吹田市南金田1 -8-47 干已 64-0044 

彦根市正法寺町南出78 〒日 22-0024 

京都市伏見区竹田段り I 原町21 ] 干61 2-8414 

福知山巿荒巧東町68 〒 620-0061 

巧戸市西区枝吉己-132 干6已1 -2 ] 33 

高松市今里町1 -8-5 〒 760-0078 

松山市西垣生町780 -3 干79 ] -8044 

吹田市南金田1 -8-47 干已日 4-0044 


TEL (0 白)6380 -2 川（代表） 
TEL (074 日) 24-6239( 代表） 
TEU 07 己)日 43-2002( 代表） 
TEL (0773)22— 0呂27(代表） 
TEL (078)922-2431( 代表） 
TEL (087)83 己一171 ] (代表） 
TEL (089)968 —73己1 ( 代表） 
TE し (0 白)638巨一己巨70(代表） 


FAX の 6)6386-72 巨2 
FAX (0749)26-2 116 
FAX (07 己)巨43—0870 
FAX の 773)23-7 巳92 
FAX (078)922-2438 
FAX の 87)83 己一0160 
FAX の 89)968-73 己3 
FAX (06)6386 —已已88 


干920 -0027 TEL (076)260— 0己曰7(代表） 
干 930-098 已 TEL (07 已 )444 一〇已67(代表） 
干91 8-8237 TEL (077 巨) 23— 0己67(代表） 
干 920-0027 TEL (076)260— 003呂(代表） 


FAX (076)260— 077己 
FAX (076)444-0 日11 
FAX (0776)23-0 己80 
FAX の 76)260-0738 


関東地区 


九州地区 


東ミ毎地区 


近畿- 
四国地区 


さいたま市：!ヒ区宜原町1 -674-2 
水戸市笠原町 653-2 
つくば市谷田部 6788- 19 
宇都宫市築瀬町2313 
太田市高林東町237己 
高崎市問屋町西 1-3-22 

東京都化区豊島 8-4-8 
立川市高松町 1-22-3 
松戸市高塚新田9己-己 
横お市戸塚区原宿 4 T 目 7-1 3 
山梨県中巨摩郡昭和町西条2491 -2 
東京都化区豊島 8-4-8 


干 33]-0812 TEL (048)6 己]-] 722(代表） 
干31 0-08 已2 TEL (029)241-21 72(代表） 
干30己-086 ] TEI _(029)839 —己32已(代表） 

干32 ] -0933 TEL (028) 已32—已] 0己(代表） 
干 373-082 已下£1_(0276)38—巨已71(代表） 
干 370-0007 TEL (027)3 巨]-4806(代表） 

干]1 4-0003 TEL (03)3927 -1151(代表） 
干] 90-001 1 TEL (042) 己1日一己271(代表） 

干 270-2222 TEL (047)31 2-8330( 代表） 
干24己-0063 TEL (04 己)呂已2—4008(代表） 
干409 -386 日 TEL (0 已已 )268 —]己日7(代表） 
干]1 4-0003 TEL (03)3911-1131 (代表） 


FAX (048)6 己 1-6370 
FAX の 29)241-42 巨8 
FAX (029)836-1913 
FAX (028)632 -已20已 
FAX (0276)38 —已已08 
FAX の 27)3 巨 1-9 139 

FAX (03)3927-1 160 
FAX (04 吕)已28—2382 
FAX の 47)3] 2-8338 
FAX (04 已)吕已2—已已40 
FAX (0 已己 )2 巨8—]已日9 
FAX の 3)3927-] 130 


沖縄地区 


沖縄営業所宜野湾市宇地泊738 

シーサイド-パーク] 02 


干90 ] -2227 TEL (098)897 —已677(代表） FAX (098)897 —己白79 


08032102 


株ぶ含な 


〒9日日-8日1日新潟県王条市東新保7-7 
TEL(02 己 6) 32-21 11 く代表〉 
ホームぺージ http :// www . corona . co . jp / 


中国地区 


広 

島 


支 

店 

広島市安佐南区巧園 3-27-20 

干73 1-0] 38 

TEU 082) 扫7 ] -331 0(代表） 

FAX (0 呂 2) 呂71 —3306 

米 

子 

営 

業 

所 

米子市目义美町23日-] 

〒巨 83-003 已 

TEL (08 己 9)33 — 8] 己7(代表） 

FAX (0 呂已 9)23 —0709 

岡 

山 

営 

業 

所 

岡山市化区辰己3已 -1 日3 

干700 -097 白 

TEL (086)243-77 己1 ( 代表） 

FAX の 86)243-71 91 

徳 

山 

営 

業 

所 

周南市徳山字ーノ井手已631 -4 

干74己-0882 

TEL (0834)22 —己已巨7(代表） 

FAX (0834)22 —已已89 

中国地区サービスセンター 

広島市安佐南区祇園 3-27-20 

干731-0]38 

TEL (082)871 -331己(代表） 

FAX の 82)871-0272 


信越地区 


新 潟 支 店云条市曲溯 3-2-1 己 
新漏東営業所新漏市東区江南 1-6-4] 

長野営業所長野市大豆島日312 
松本営業所松本市恒賀大义保原78己2 
信越地区サービスセンター王条市巧溯 3-2-1 已 


干9已已 -0864 TEL (02 已 6)32 —2 ] 26(代表） 
干9已 0-08 已已 TE 1_(02 已 )28 曰一9 ] 31(代表） 
干38 ] -0022 TEL (026)22 ] 一已]]1(代表） 
干 399-0033 TEL (0263)2 巨一00己1(代表） 
干9已已 -08 日4 TEL (02 已巨 )32 —2 ] 29(代表） 


FAX (0256)35—85]9 
FAX の2已 )286-33] 3 
FAX の 26)221-0039 
FAX の 263)2 已 一99 日1 
FAX (02 已日 )32-2 137 


お客様ごキ目談窓 □ 


修理サービスや製品についてのご相談は機種名をご確認 
の上、お買いあげの販売店または下記のご相談窓□に 
ご依頼ください。 

ご転居やご贈答品などでお困りの場合は、下記のお近くの窓口に 
ご相談ください。 

名称、所在地、電話番号は、変更する場合びありますのでご了承 
ください。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどラぞ 


コ□ナサービスセンター 

函⑩0120 -919-302 

(修理受付専用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 

受付時間午前9時〜午後7時(日曜、祝祭日は除く) 


携帯電話 ’ PHS 等か5は 
最寄のヴービスセンター 
へ直接おかけく ださい。 


北海道地区 


札幌 支店 
旭川営業所 
化見営業所 
訓路営業所 
帯広営業所 
函館営業所 
化海道地区サービスセンター 


札幌市白石区平和通 1 6 了目南 1 -1 9 〒〇〇 3-0028 
旭 J I 怖東旭 J 11南]条 2 T 目2-己 干078-日26 ] 

化見市卸町1 T 目1 -3 〒〇 90-00 已6 

訓路市花園町 4-1 7 〒〇8己-0038 

帯広市西 1 8条化1了目] 7- 1 〒 080-0048 

函館市西ち便町21 -2 干041 -0824 

札幌市白石区米里3条2了目 6-2 已 〒〇 03-0873 


TEL (01])864-0440( 代表） 
TEUOl 66)37-2330( 代表） 
TEL(Cn 已 7)36 —9009(代表） 
TEUOl 已 4)24-4] 91(代表） 
TEUOl 已已 )35 —7已] 8(代表） 
TEL (0] 3呂 )48-6070( 代表） 
TEUOl 1)879-2] 21(代表） 


FAX の1 1)863-31 己4 
FAX (0166)37-2338 
FAX (01 己 7)36 —已9已9 
FAX (01 己 4)24 —04己1 
FAX ( Cn 已已 )3 已一7已10 
FAX (013 召)48—巨080 
FAX の1 1)871-2400 


化東化地区 


青 森 支店 
青森地区サービスセンター 
八戸営業所 
八戸地区サービスセンター 
弘前営業所 
弓ム前地区サービスセンター 
盛岡営業所 
水沢営業所 
盛岡地区サービスセンター 
秋田営業所 
秋田地区サービスセンター 


青森市ち館1 T 目] 2-38 〒〇 30-0946 

青森市ち館1 T 目] 2-38 〒〇 30-094 目 

ノ V 戸市売市 4 T 目 4-7 〒〇31 -0073 

ノ V 戸市売市 4 T 目 4-7 干031 -0073 

弘前市田園 1-2-1 干036 -808 日 

弘前市田園 1-2-] 〒〇 36-808 已 

盛岡市門 2- 1 -42 干020 -0823 

奥州市水沢区水沢工業団地4 了目79 〒〇 23-0002 
盛岡市門 2- 1 -42 干020 -0823 

が田市泉中央4 了目 4- 18 干01 0-0917 

秋田市が旭り I 王千刈 109-1 〒〇1 0-0802 


TEUOl 7)742 —82己已(代表） 
TEUOl 7)743-297 1(代表） 
TEUOl 78)24 -己289(代表） 
TEUOl 78)47-6 已09(代表） 
TEUOl 72)28-391 0(代表） 
TEUOl 72)2 已一4770(代表） 
TEUOl 9) 巨 22-479 1(代表） 
TEUOl 97)22-41 己己(代表） 
TEUOl 9)604-0281 (代表） 
TEUOl 8)864 -已671(代表） 
TEUOl 8)864-521 9(代表） 


FAX の] 7)742-827 己 
FAX (017)743-1 118 
FAX (0]78)4 已 一4290 
FAX の] 78)71-1 344 
FAX の] 72)28-019] 
FAX (0172)29-1 133 
FAX の] 9)622 -己244 
FAX の] 97)22-44 已2 
FAX (0]9) 巨 04-0283 
FAX (0 1 8)864-84 日8 
FAX (0]8)8 巨4一已7日0 


南東化地区 


仙 台 支店 
山形営業所 
庄内営業所 
郡山営業所 
南ま北地区サービスセンター 


仙台市宮城野区日ノ出町1 -7-32 干 983-003 已 

山形市東青田 3-6-28 干990 -2423 

酒田市錦町 ]- 1 83-] 干 998-0103 

郡山市亀田 1-51-9 干 963-8033 

仙台市宮城野区曰ノ出町1 -7-31 干9日 3-003 己 


TEU 022)23 己一3 ] 8 ] (代表） 
TEL (023) 巨42—32己已(代表） 
TEL (0234)31-0 已71(代表） 
TEL (024)938-2240( 代表） 
TEU 022)783-] 79]( 代表） 


FAX の 22)23 日一8810 
FAX (023) 已42—32己4 
FAX の 234)31-0 已 8] 
FAX の 24)938-302] 
FAX (022)783-17 g 2 


5 己 
^ 57 ^ 
TT01' 
1361 
町21町 
新町東新 
西中田西 
駅田和駅 
市市市市 
尺山す尺 


店所所所所所所^ 


業： 


支 


業業業業^ぶ 


岡 


営 営 
営営営営一 
州 島ヴ 


崎本分崎 日 


九. . 

福化長熊大宜鹿如 
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•お客様へお願い 

お手数ですび、ご住所、お名前、電話番号をわかりやすくご記入ください。 

販売店の記載びないとさは、それを証明する領収書などび必要となりますので、一緒に保管してください。 

《無料修理規定》 

1 . 取扱説明書、本体貼付ラベル等のを意書に従った正常な使用状態で保証期間中に故障した場合には、お買いあげ 
販売店び無料修理致します。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、本書をご提示のうえ、お買いあげの販売店に依頼してください。 
なお、離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理をおこなった場合には、出張に要する実費を申し受けます。 
また、本品を直接送付される場合の送料は、お客様の負担となります。 

3. ご転居の場合は事前にお買いあげ販売店にご相談ください。 

4. ご事情により、本保証書に記入してあるお買いあげ販売店に修理びご依頼でさない場合には、コ□ナお客様ご相 
談窓□一覧表をご覧のラえ、お近くの窓□にお問合せください。 

己.次の場合には保証期間内でを保証の対象外となります。 

(イ）使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障および損傷 

(□) お買いあげ後の取付場所の移動、輸送、落下等による故障および損傷 

(八)火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害および、変質灯油、不純灯油、異質油（灯油];(外の油又 
は混入）、シ U コーン配合商品び原因による故障および損傷 
(二)業務用としての使用、車両、船舶への搭載など一般家庭用外に使用された場合の故障および損傷 
(ホ)本書にお買いあげ年月曰、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書さ替えられた場合。 

通信販売などでご購入したとさは、商品の送り状-領収書などの提示びない場合。 

(へ)本書の提示びない場合 

(卜）点検整備、および消耗品（日リング、各種パッキン類、ゴム製送油管）の交換をされる場合 
(チ）定期点検の費用 

6 . 本書は日本国内においてのみ有効です 。 This guarantee is valid in Japan only . 

7. 本書は再発行致しませんので紛失しないよラ大切に保管してください。 


修理メモ 


※この保証書は本書に明示した期間、条件のちとにおいて無料修理をお約束するをのです。 

従ってこの保証書によって保証書を発行している者(保証責任者)、およびそれ];^外の事業者に対するお客様の法律 
上の権利を制限するちのではありませんので、保証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、お買いあげ 
の販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にお問合せください。 

※保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくは取扱説明書（本書28ぺージに記載）をご覧く 
ださい。 

※アフターサービスや製品についてのお問い合わせは、お買いあげの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談 
窓口（本書42ページに記載）にお問い合わせください。 
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ご購入機種に〇を付けてください。 

型式 

SV - 7012 PK 

UH -7712 PK 

A 

お名前 

様 

★ 

お 

ご住所〒 （ 一 

) 

客 



様 

電話 （ 

) - 


本書は、本書記載内容で無料修理を行なラことを 
お約束するをのです。 

お買いあげの曰から左記期間中故障び発生した場 
合は、本書をご提示のうえ、お買いあげの販売店に 
修理をご依頼ください。 

•ご販売店様へ 

お買いあげ曰、貴店名、住所、電話番号を 
ご記入の上（★印欄に記入のない場合は、無効 
となります）、本書をお客様へお渡しください。 
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